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特 集1大 型 プ ロジ エク ト紹 介(IV)





「スーパー メ タ ル の 技 術 開 発」は、新 エ ネ ル この プロジェク トは、新エネルギー ・産業技術
ギー ・産 業技術総合開発機構(NEDO)が 主催す 総合開発機i構(NEDO)が 通産省工業技術院か ら
る産業技術研究開発制度の一環として1997年 度 蹟 金及び補助銃 受けて進めてし、るもので、プ ㊥
より5ケ 年の計画で開始されているプロジェク ト ロジェクト全体5年 間で約40億 円の研究開発費
で、近年の研究成果を基に金属材料のナノ結晶化 が見込まれています。









て金属の特性を向上させて来ましたが、こうした は、(3)の ナ ノ結晶組織制御 材料創製技術 と、(〈',
従来技術では上記のような要求に応えることが困(4)の アモルファス構造制御材料創製技術です。
難になってきてお り、新たな技術開発 によるブ ナノ結晶組織制御材料創製技術においては、「高
レークスルーが求められております。 速粒子堆積 ・超塑性成形技術の研究開発」と題 し
一方、近年の研究成果から、結晶粒径を微細化 て、物理蒸着(PVD)法 を用いnmサ イズに構



















能が低 いため1DsK/s以 上の高い冷却速度が必 るアモルファス合金を見出すこと(30)一(3Dに成功 し












(必 要のある課題です。 そこで、この技術をF巳 基やOo基 の合金系に
一方
、近年の研究によりPd基 やPt基 の貴金 応用する事により、優れた磁気特性を有するバル
属系アモル ファス合金が103K/Sの 低い冷却速 クアモルファス合金材料を創出する事が可能とな
度で得られ、最大試料厚さも数mmに 達すること るものと考えられます。
が報告されています。また、この貴金属基アモル この研究開発では優れた軟磁気特性を有するパ




こす合金系は、1960年 から1987年 までの約四半 図1に 金属ガラス合金(第2世 代アモルファス
世紀の間Pd基 、Pt基 の合金系に限られており、 材料)及 び従来のアモルファス合金(第1世 代ア
Fe基 やOo基 をは じめとする他のアモルファ モルファス材料)の 力口熱に伴う微細構造の熱的安
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図1.金 属ガラス合金(第2世 代アモルフ ァス材 料)及 び従来アモル ファス材料(第1世










定性を示 します。金属ガラス合金 は結晶化温度 ます。











(D材 料設計 られていますが、冷却速度が103K/s以 下とな
材料設計指針として、我々の提唱 している広 い り、通常、材料が結晶化するために用いることは
dT。 を有する合金に共通の以下の3原 則、即ち できませんでした。金属ガラス合金は上述 したよ
(イ)3種 類以上の元素より構成されること。 うに非常に高 いアモルファス形成能を有するた
(口)構 成する3種 類の元素の直径がそれぞれ め、この様な徐冷凝固法である鋳造法によってバ





を基本 としてFeを 主成分とした材料を設計 ③ 構造 ・特性制御








(第2世 代アモルファス材料)は 広いtiT,を 有す 図3に 、Fe一半金属系金属ガラス合金の一つで
ることに起因して非常に高いアモルファス形成能 あるFe-Al-Ga-PO-B-Si系 合金において、
を有しています。従って、以下の制御冷却技術に 最も飽和磁化(σ。)が大きなFe77Al?]4GaDB6P84
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図3.Fe77A12.i4Gao.B6PB.40sB4SiE.6及 びFe78SigB13ア モ ル フ ァス 合 金 の50Hz,
最大磁束密度(Bm)=1』Tに おける コア ロス及 びX線 回折で測定 した微細構造の(
試料厚 さ依存性
Bm=1Tに おける コア ロス及 びX線 回折 によ り います。他 方、従 来アモル ファス材料では、約100
同定 した微細構造 の試料厚さ依存 性を示 します。 μm以 上の厚さでは結 晶相の析出が見 られ、 コア
比較の為 に、従来軟磁性アモル ファス材料 である ロス値も、板厚50μmを 最小値 として増 大 し、板
FeアsSigBi3合 金のデータも併せて示 します。な 厚70μmま では金属ガラス合金 と同等、それ以上
お、 いずれ の試料 も、単 ロール液体急冷法 によ り の厚 さでは金属ガラス合金 よりも著 しく大きな値
作製 しています。 とな りました。 これは、金属ガラス合金が非常 に
金属ガ ラス合金 では、約2EOμmの 厚 さまで ア 高 いアモル ファス形成能 を有 し、 これに起 因 して
モル フ ァス単相 を保 持 してお り、そ の厚 さ ま で よ り厚 い板厚まで高い構造的均一性を保持 してい
0.3W/kg以 下 の小 さな コ ア ロス値 を実 現 して るためと考え られます。
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図4,試 料厚さ100μmのFeア ァA12.14Gaos6PB,4CsB4Si2 .6金属ガラス合金,6.5%珪 素
鋼板(53)及びF巳78SigB13ア モルフ ァス合金の測定周波数50Hzに おけるコア ロス
のBm依 存性
図4に は、Feア7A12.i4Gao86P8.4CsB4Si2,6金4.お わ りに
属ガ ラス、Feア,Si,Bi,ア モルフ ァス合金、6.5%金 属材料 は、機械的特性 に優れ、かつ、多様な
珪 素 鋼板 の 試 料 厚 さt=100μm、 周 波 数f;50特 性を持 ち、多量 に使用 され る普遍的な材 料です。
Hzに お けるコ アロスのBm依 存性 を示 します。 スーパ ーメタルの開発によ り、 これ らの特性 が飛
この結果 、今 回測定 したBm=1.5T以 下 にお い 躍的に向上すれば、金属素材、素形産業 はもとよ
ては、いずれのBmで も金属ガラス合金が小さな り、その他産業や社会へのイ ンパク トが極め て大
コア ロス値 を示 して います。これらの結果か ら、こ きなもの と期待されます。本稿では、アモル ファ
の系の金属 ガラス合金は非常に厚 い板厚 にお いて ス構造制御材 料創製技術、「制御冷却技術の研究開
も優れ た軟磁気特性を有する材料 である という こ 発」を中心 に述べ てきま したが、この分野で は情
とが でき ます。 報通信、家電エ レク トロニクスさ らには産業機器 、
新エネルギー創 出等 に波及効果 を及 ぼす。
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新研 究室 紹介=放 射 線金属化 学研究部門 ←
アクチナイドの新たな利用に向けて




力を基幹エネルギーの1つ として育成することは められてきた。これを端的に言えば、U-235と プ
現実的な選択である。」という認識のもとに論 じら ル トニウムのみを資源とみな したサイクルであ
れることが少なくないように思われる。しか し、こ る。確かに当初この概念は非常に優れたもので
のような認識に疑問を持つの は自分一人だろう あったと言えるし、また、プル トニウム利用その
か?も のを放棄すべきではないと考えている。しかし、











り、多少のコス ト増をも容認せざるを得ないとい 一の20世 紀型産業」と呼ばれる日が来るのではな
う立場である。勿論、これは個々の産業の形態に いかと懸念している。核燃料サイクルの中にある
よって異なるものであり、廃棄物のリサイクルが 資源の使い捨て思想自体が問題なのである。アク



















平成9年4月 より当部門を担当 しております。 ます。(D磁 性体におけるスピン依存 トンネル効





当しました。従って、古巣に戻ったわけですが、金 内部自由度として電荷(伝 導を荷う)と スピン(磁





当部門の研究内容は大きく次の3つ に分けられ1970年 代後半に、強磁性体を トンネル素子に用
一9一
いて トンネル電流(電 荷)を 磁気(ス ピン)で コ した。再びNE口0の 支援のもとに現在この研究
ントロールする強磁性 トンネル接合の可能性が検 を二次元物質に発展させています。
討され始めました。当時、私はIBMワ トソン研究 銅酸化物の研究に刺激を受け、他の遷移金属酸
所(ニ ューヨーク)に おいて、実験家の協力を得 化物にも大きな注目が集まっています。特にMn
て、それが可能であることを初めて実証 しました。 酸化物は巨大磁気抵抗効果を示すため応用上から









である電荷とスピンが分離 してそれぞれ独立な新 由度に由来する新しい物理概念の構築と新 しい物
しい"素 粒子"と して振る舞う可能性が考えられ 性の開発が当研究部門の基本テーマです。1950年
ています。私達のグループはNEDOの 支援を受 代の電子に立脚した物性物理学が半導体産業及び
け、スタンフォー ド大学の光電子分光実験グルー エレクトロニクスの急速な発展の原動力になった
プ(Sh巳nグ ループ)及 び東京大学の結晶作製・ ことを考える時、電子の内部自由度から出発する
物性測定グループ(内 田グループ)と 協力し、一 物性物理学が21世 紀の基本となるのではないか
次元構造を持つ銅酸化物でこの電荷とスピンの という夢を描いています。
"素粒子"(ホ ロンとスピノン)を 初めて実証 しま
一10一


























性能は、B,Cの 約4倍 にも達することを見出し よるセラミックス被覆などにより、この腐食環境
ています。今年度の補正予算により新素材設計開 に耐えられるようにすることを試みています。ま
発施設に3000ac付 近までの昇温が可能な"超 高 た、宇宙用や高温ガスタービン用材料の耐熱 ・耐
温浮遊溶融型複合セラミックス作製装置 が導入 酸化被覆として、シリコン基セラミックス(Sio、
されることにな りました。この装置を活用 して、S』N4な ど)が 期待ざれていますが、これらの材
一11一
料の200000付 近の超高温域における酸化・蒸発の ていきたいと考えています。現在、スタッフは増













嘉 。、 哩0μ 縦
B,4C-TiB,系 共晶複合セラミ ックスの微 細組織(黒 色 部=B,C、 白色部=TiB,)
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IMRニ ュースNo.31研 究会 報告
研 究 会 報 告(1)1
光と励起電子系の位相およびその相関の研究
代表者 後藤 武生(東 北大学大学院理 学研究科教授)
1.は じめに 本研究会では光と電子との相互作用 を通 して励
最 近、半導体の光 物性 分野では、励起電子の コ 起 電子 の コ ヒー レンシ イを主 なテーマ と して第一
ヒー レンスに関係 した新 しい分野 が急速 に発 展 し 線 で活躍中の 国内の研 究者間 で発 表討論 を通 して
つつあ る。例 えばJ一会 合体 中 に1次 元 的 に伝播 す 情報交 換 し、活発な研 究交流 をはかる ことを 目的
る励 起子 、ナ ノメー トルサ イズの超微 粒子 中にお と した。
ける超放 射 、Cu20励 起子 の ボー ズ ・ア イ ンシ ュ
タイン凝縮 などで ある。 これ らの物性 は レーザ 発2.研 究会報告




13:00-13:10開 会の辞 後藤武生(東 北大学大学院理学研究科)












青 木 隆朗1}、 島野 亮1}、GeorgMohs1)2)、Y.P.Svirkoi}・2)、 五 神真1}2}




(1)東 北 大 学 金 属 材 料研 究 所 、2)東 北 大 学 科 学 計 測 研 究 所 、3)東 北 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科)
17:00-18:00懇 親 会(会 議 室)
-
9:00-9:20"GrowthandtheOpticalPropertiesofZnOEpilayers'i
Y.F.Chen1}、 高 恒 柱1)、D.Bagnall2}、 朱 自強1)、 八 百 隆 文1)、
瀬 川 勇 三 郎2}、MY,Shen3)、 後 藤 武 生3)1
(1)東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 、2)理 化 学 研 究 所 、3)東 北 大 学大 学 院 理学 研 究 科)
9:20-9:40「ZnOエ ピ タ キ シ ャル 膜 の ポ ン プ ・プ ロー プ分 光 」
山 本 愛士1}、 木 戸 健 夫1)、 後 藤 武 生1}、Y.F.Chen2}、 八 百 隆 文2)
(1)東 北 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 、2)東 北 大 学 金 属 材 料 研 究所)
9:40-1G:00「CdTeナ ノ結 晶 の 発 光 と光 伝 導 」 申猛 燕 、小 田勝 後 藤 武 生
(東北 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科)
10:00-10:20「 筒 状 分 子 シ ク ロデ キ ス トリ ン中 の ア ン トラ セ ン超 分 子 」
吉 成 武 久1)、桧 和 田徹)、 大 西 彰 正1)、 長 坂 慎 一 郎1}、
R.Belosludov2)、 川 添良 幸2)、 大 野 かお る2)
(1)山 形 大 学 理 学 部 、2)東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所)
10:20-10:50休 憩、
10:50-11:20「 強 磁場 、高 圧 に お けるGaP/AIP短 周 期 超 格 子 の 励 起 子 の 異 常 な 振 るi舞い」1
三 浦 登D、 内 田和 人D、 白木 靖 寛2)
(1)東 京 大 学 物性 研 究所 、2)東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー)
11:20-11:401希 薄磁 性 半導 体 ナ ノ構 造 の 励 起 子 状 態 と交 換 相 互 作 用」
岡泰 夫(東 北 大 学 科 学 計 測 研 究 所)
11:40-13:GO昼 休 み
13:00-13:30「 単 一 量子 ドッ トの 近 接 場 磁 気 光 学 分 光 」
荒 川 泰 彦 、 戸 田 泰 則(東 京 大 学 国 際 産 学 共 同 研 究 セ ン タ ー)
13:30-14:00「 半 導 体 リ ッジ 型 ナ ノ構 造 に お け る レー ザ ー一発 振 」
渡 辺 紳 一)、 吉 田 正 裕1)、馬 場基 芳1)、 秋 山 英 文D、 小 柴 俊2}3〕、榊 裕 之2),3)
(D東 京 大 学 物 性 研 究 所 、2>科 学 技術 振 興 事 業 団 、3)東 京 大 学 先 端 科 学 技術 研究 セ ン ター)















半導体試 料の作製 とそのキ ャラクタ リゼー シ ョ 研究会 には予想以上の出席者(55名)が あ り、
ンを主 と して研究 してい る方々 、物性測定 を主 と 大 変活発な議論 が交 された ことは、世話人 と して
している方 々、理 論家が互 い に研 究発表 、討 論を 喜 ば しい ことである。
行い、励起 電子の コヒー レンスの 立場か らの研究
の現状 を把握 し、今後の研究 に対 して指針を得た。 本研究会の庶 務、会計 、講演予稿 集の作製等 で
励 起電子の コヒー レンシ イは量子 の波動性 を表わ 八百教 授 は じめ八百研究 室の皆様 に多大の奉仕 を
す意 味で 現代物 理の 根 幹 をなす ことを再認 識 し、 頂き ま した。書面を借 りて厚 く御礼 申 し上 げます。
























14:00-14:05開 会の挨拶 佐久間健人(東 大工)
座長=西 村 尚(東 京都立大工)大 澤泰明(法 政大工)
14:05-14:25急 冷凝固アルミニウム合金粉末の高速超塑性加工 クボタ 黒石農士*
14=25-14:45非 平衡Fe-Zr-B系 合金の変形挙動に及ぼすZr濃 度の影響
阪大工 辻本貴史 中野貴由 馬越佑吉*
14=45-15:05非 平衡材料の変形挙動:
ナノ結晶の室温変形クリープおよび非晶質合金の通電による室温変形




愛工大総技研 井村 徹*高 木 誠 松本章宏 上田道夫 太田英伸
15:25-15=40;休 憩=
座長=広 橋光治(千 葉大工)古 城紀雄(阪 大留学センター)
15:40-16:00加 工面から見た安定化過冷却液体の面白さ 東北大金研 井上明久*
16:00-16:20金 属ガラスの転写性と歯車鋳造YKK永 洞純一*
16:20-16=40プ リカーサー法によるアモルファスセラミックスの高温変形




座長=本 橋嘉信(茨 城大工)花 田修治(東 北大金研)
9:00-9=20Ti-si,N、MA粉 末の非平衡を利用 した成形と組織形成
立命館大理工 飴山 恵*末 廣康彦 奥村達志
9=20-9:40バ ルクMAル ー トの非平衡材料 東大工 相澤龍彦*




座長=松 木賢司(富 山大工)佐 藤英一(宇 宙科研)
10:35-10:55A1-Mg-Cu合 金における高温変形中の復旧過程に及ぼすマグネシウム、銅の影響
住友軽金属工業 内田秀俊*滝 口浩一郎 吉田英雄
10:55-11:15超 塑性的伸びを示すA1-4.5Mg合 金における空洞問題
姫工大工 岩崎 源*森 隆 資 細川裕之 馬渕 守 田形 勉 東 健司
11=15-11=35高 速超塑性を示す機能融合型マグネシウム合金
名工研 馬渕 守*中 村 守 毛利 猛
11:35-11:55高 速超塑性変形における粒界構造変化の役割
大阪府大工 平田智丈 向井敏司 高津正秀 田辺重則 東 健司*
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11=55-12=00閉 会の挨拶 東 健司(大 阪府大工)
3.成 果およびまとめ 低温でナノ結晶 ・非平衡材料の真密度バルク材を




た。 大阪大学の馬越 らは、非晶質相および超微 く高速超塑性の機構を、AI-Bi系 合金とAI基 複合材
細結晶粒の制御が可能なFe-Zr-B系 合金の微細組 料を例に、組織学的な面から明 らかにした結果を
織と変形との関わりを調査 した結果、超微細結晶 報告 した。
の変形が、粒界 に存在する非晶質相の変形特性に 姫路工業大学の岩崎は、最近注目されている固
支配されることを報告した。 溶体合金の超塑性における空同問題を調査 し、空
筑波大学の水林 らは、超微粒子から作製 した金 洞を抑制するためには晶出物の量とサイズを小さ
ナノ結晶試料と液体急冷法で作製 した金属 金属系 くすることが有効であることを報告した。
および金属一非金属系非晶質合金の室温域での塑性 名古屋工業研究所 の馬渕 らは、高強度 ・高靭
変形について紹介 した。 性 ・高温高強度 ・高速超塑性を示す機能融合型マ




に固化成形できることを報告 した。 粒界滑 りの寄与について調査 し、粒界滑 りが変形
東北大学 金属材料研究所の井上 と河村、および 前の粒界の傾角の分布に大 きく依存することを報
YKKの 永洞は、広い過冷却液体を持つ金属ガラス 告 した。
の成形加工について報告 した。井上は金属ガラス 非平衡材料を対象 にした成形加工に関する研究 、








成形性に乏 しい材料の成形 ・加工法と して、固相 料の成形力ロエの理解が一層深まったと言え、極め
で低温合金化 ・低温アモル ファス化を行い、かつ て有意義な研究会であった。
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研究会報告(3)1
スピン ・電荷 ・軌道量子複合流体の物性
代表者 永長 直人(東 京大学大学院工学系研究科)
1,は じめに2.研 究会報告
遷 移金属 酸化物 における 電子系 ではその 強相 関 研 究会での 講演題 目と講演者 は以下の プロ グラ
効 果のた めに多 くの新 しい集団的量 子現象 が発現 ムの とうりである。
す る。その 舞台 と しては具体 的 には高温超 伝導酸 発表、討議された主 要問題は
化物 、巨大 磁気抵抗 を示す マ ンガン酸化物 、p披(1)銅 酸化高温超伝導体の異 常物性 と超伝導メ
超伝 導が見 つか った ルテニ ウム酸化 物、梯子 型物 力ニズム
質 、各種の量 子ス ピン系な どが挙げ られる 。これ(2)マ ンガン酸化物の 巨大磁気抵抗 とその周辺
らの系 で は軌道の 自由度 が 、ス ピンと電荷 に続 く 物性
重要 な因子 と して浮 かびあが ってきた 。 この遷 移(3)ル テニウム酸化物のp披 超伝導
金属酸 化物 において 電荷 の ドー ブに よ り発現す る(4)梯 子型銅酸化物
電荷 ・ス ピン ・軌結合系 の新 しい量 子現象 を理論(5)各 種量 子スピン系
的、実験 的 に集中的に議論する研究 会を行 った 。 などである。
日時=平 成10年}1月11日(水)-11月13日(金)
場所=東 北大学金属材料研究所2号 館講堂





[2ユ10130-10:45STM/STSで 見た銅酸化物の超伝導と擬ギャップ 小田 研
[3]10:50-11:05La,..Sr.CuO,の 結晶格子とT。 藤田敏三
[4]11:10-1125La系 、Bi系 、Y系 における1/8問 題 小池洋二
[5]11:30-11:50ス ピン ・電荷秩序系の電荷応答と超伝導 内田慎一
[6]11:55-12:10超 伝導絶縁体転移近傍のLSCOの 光電子スペク トル 井野明洋
[7]12:15-12i35HTSCの 磁気励起 遠藤康夫
[8]12=40-12:55YBCO(248)に おける擬ギャップとd一波渦糸(強 磁場NMR)鄭 国慶
(Lunch)
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座 長=佐 藤 正 俊
[9]14:00-14:20La1.,Sr、MnO,の 金 属 ・絶 縁 体 転 移 十 倉 好 紀
[10ユ14:25-14:40マ ン ガ ン酸 化 物 の 絶 縁 相 に お け る軌 道 の 励 起 と そ の 観 測 の 理論 石 原純 夫
[11]14:45-14:55La, .,Sr.MnO,の 遠 赤 外 反 射 分 光 竹 中康 司
[12]15:00-15:15マ ン ガ ンペ ロ ブ ス カ イ ト酸 化 物 の 軌 道 ゆ らぎ 、 軌 道 秩 序 、 ヤ ー ン テ ラ ー 秩 序 と
金 属 絶 縁 体 転 移 求幸 年
[13]15:20-15:35二 重 交 換 模 型 の基 底 状 態 山 中雅 則
(Break)
座 長=十 倉 好 紀
[14]15:55-16:10SpinCantingPhaseinDoubleLayeredManganites前 園涼
[15]16:15-16:30軌 道 ・ス ピン 自 由度 共 存1次 元 系 の 基 底 状 態 と 素励 起 渡 辺真 仁
[16]16:35-16:45SU(4)対 称 性 を持 つ 一 次 元 ス ピ ン ・軌 道 複 合系 の 臨界 状 態 山 下靖 文
(Shortbreak)
[17]16:55-17:15Sr2RuO4の 超 伝 導 対 称 性 の 特 定 ど こ ま で 追 い 詰 め た か一 前 野悦 輝
[18]17:20-17:30Sr2RuO,のNMRに よ る 超 伝 導 状 態 の研 究 石 田憲 二
[19]17:35-17:55TheStabilityoftheUnitaryTimeReversalSymmetryBreakingStateinSr,RuO、
M.Sigrist
[20]18:00-18:10AnSO(5>Modelofp-waveSuperconductivityandFerromagnetism村 上 修 一
(Banquet)
11月12□(木)
座 長 二前 川 禎通
[21]8:45-9:00La,..Sr.CuO,に お ける 一 粒 子 励 起 スペ ク トル 遠 山貴 巳
[22]9:05-9:20反 強 磁 性 ・超 伝 導 ・乱 れ 福 山秀 敏
[23]9:25-9二40GaugeField,Confinement,andSuperconductMtyinUnderdopedHigh-T
Cuprates・ 永長 直 人,
[24]9:45-10:00高 温 超 伝 導 体 の ホ ール 効 果 紺 谷 浩
[25]10:05--10:20高 温 超 伝 導 体 の 輸 送 現 象 とPseudogapの 理 論 柳 瀬 陽 一
(Break)
座 長1藤 田 敏 三
[P1]10:45-PosterPreview(各 講演2分 質疑 応 答 な し)&Poster
(Lunch)
座 長:今 田 正 俊
[26]14:15-14:30ス ピ ン ゆ らぎ に依 る超 伝 導 状 態 の 諸 性 質(d-pモ デ ル)瀧 本 哲 也
[27]14:35-14:50超 伝 導 相 関 と擬 ギ ャ ッ プ 小 野 田 繁 樹
[28]14:55-15:10超 伝 導 ゆ らぎ と異 常 金 属 相 小 林 晃 人
[29]15:15-15:30モ ッ ト転 移 近 傍 の 動 的 相 関 関数 常 次宏 一
[30]15:35-15:502次 元 ウム クラ ップ 散 乱 に よるRVB状 態 の 形 成 古 川 信 夫
一20一
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[31]15:55-16110二 次 元 量 子 ス ピ ン系 の ブ ラケ ッ ト展 開 、 ダ イマ ー 展 開 川 上 則 雄
[32]16:15-16:30CuBa2Ca,Cu,01,.,の バ ン ド構 造:4個 の フ ェル ミ面 の 性 格 と役 割 浜 田典 昭
(Break)
座 長1内 田 慎 一
[33]16:50-17:10CuGeO,の 不 純 物 効果 内 野 倉 国 光
[34]17:15-17:30Liv204ス ピネル に於 ける 重 い 電 子 的 振 る舞 い 浦 野 千 春
[35]17:35--17:50パ イ ロ ク ロ ア型Mo酸 化物 の金 属 一絶 縁 体 転 移 田 口 康 二 郎
[36]17:55-18=10BaCoS2の 高 圧 下M-1転 移 安 井 幸 夫
[37]18:15-18:30有 機 伝 導 体 に お け る モ ッ ト転 移 近 傍 の 臨 界 挙 動 鹿 野 田 一 司
(Dinnet)
座 長:秋 光 純
[38]20:00-20二10(Sr,Ca)i4Cu240、 、の 磁 気 構 造 永 田 貴 志
[39]20:15-2025単 結 晶Sr、 一、A、Cu2、04、(A=Ca,La)お よ び関 連 物 質 のNMR熊 谷 健 一
[40]20:30-20:40梯 子 系14-24-41の 光 物性 内 田慎 一
[41]20:45-20:55Sr、4 ...,Ca,Y,Cu240、,の ラ マ ン 分光 水 貝俊 治
[42]21:00-21110ス ピ ン ラ ダーSr,、,Ca,Cu24041系 の 高周 波 電 気伝 導 一 ウ ィ グナ ー 結 晶 の ダイ ナ 宝 ク盈 一
目u田尿 剛
[43]21:15-21:25Sr14-、Ca、Cu24041に お け る非 線 形 伝 導 小 池洋 二
11月13日(金)
座 長=高 野 幹 夫
[44]9=00-9:10バ ナ ジ ウム 酸 化 物 にお ける 電 荷 整 列 とス ピ ンギ ャ ップ ・ 礎 部正 彦
[45]9=15-9:25バ ナ ジ ウム 酸 化 物 の 電 荷 秩 序 安 岡弘 志
[46]9=30-9:40NaV20,の 電 荷 秩 序 妹 尾 仁 嗣
[47]9=45-9:55NaV205の 電 子 状 態 太 田幸 則
[48]10:00-10:10NaV205の 第 一 原 理 計 算 によ る 電 子 状 態 加 藤 信 行
(Break)
座 長=山 田 和 芳
[P2]10:30-PosterPreview&Poster(LunGh)
座 長=永 長 直 人
[49]14:00-14:15Nd214系 とYBCO系 のSTM/STS上 田 英 二
[50]14=20-14:35Bi2212の 超 伝 導 コ ヒー レ ン トピー ク形 状 解 析;超 高 分 解 能光 電子 分 光 佐 藤 宇 史
[51]14=40-14:50銅 酸 化 物 超 伝 導 体 の 超 伝 導状 態 に お け る 準粒 子 伝 導 の コ ヒー レ ン ト性 の 回 復 北 野 晴 久
[52]14=55--15:05d波 超 伝 導体 磁 束 液体 相 に於 け る対 破 壊 効 果 花 栗 哲 郎
[53]15=10-15:25t-Jモ デル に お け る ノー ドレ スギ ャ ッ プ をも つ 超 伝 導 相 と不 純 物 効果 土 浦 宏 紀
[54]15;30-15:50t-Jモ デル に お け る磁 束 と反 強 磁 性 小形 正 男




[P1-1]La,.2、Sr1.2,Mn207の 低 温 電 子 物 性 奥 田哲 治
[P1-2]OrderedPerovskiteLa2NiRuO6の 電気 的 ・磁 気 的 性 質 朝 光 敦
[P1-3]マ ンガ ンペ ロ フス カ イ ト酸 化 物 の光 学 伝 導度 中野 博 生 、今 田正 俊
[P1-4]マ ンガ ン酸 化 物 の 有 限 温度 に お け る ス ピン と 軌 道 の相 図 岡 本 敏 史 、 石 原純 夫 、 前 川 禎 通
[P1-5]ぺ ロ フス カ イ ト型 鉄 酸 化物 に お け る 酸素 ホ ー ル の整 列
松 野 丈 夫 、溝 川 貴 司 、 藤森 淳 、川 崎修 嗣 、高 野 幹 夫 、武 田保 雄
[P1'6]諮 濡 講 謙 鼎 謙 裾 稲 叩DM型 スパイラル磁1生とKaplan"Shekhtman'Entin一
塚 田 一 郎 、 益 田 隆 嗣 、 内 野 倉 国光 、A.Zheludev,S.Maslov、G.Shirane
[P1-7]銅 酸 化 物 に お け る超 交 換 相 互作 用 水 野 義 明 、遠 山 貴 巳 、前 川 禎 通
[P1-8]異 方 的 超 伝 導 接 合 系 に お け る非 平 衡 現 象 の理 論 吉 田亘 克 、 田仲 由 喜 夫 、 柏 谷 聡
[P1-9]圧 力 効 果 と 酸 素 欠損 効 果 か ら見 たLSCOの2次 元性 と超 伝導
中村 文 彦 、後 神 達 郎 、 菊 川 直 樹 、 藤 田 敏 三
[P1-10】 反 強磁 性 ス ピ ン相 関 のあ る系 のESRダ イ ナ ミ カ ル シ フ ト 谷 口 聡 、 佐 藤 正 俊
[P1-11]Spin-waveexcitation$inholedopedLa2NiO4中 島 健 次 、 遠 藤 康 夫
[Pl-12]母 物 質 絶 縁 体 の 電荷 閉 じ込 め;Bi2Sr2ErCu,O,の ρ,/ρ 、 寺 崎 一 郎
[Pl-13]高 濃 度Pb置 換Bi2212のSTM/STS
中 尾 祥 一 、 上 野 和 紀 、藤 田俊 弥 、 中 山有 理 、下 山 淳 一 、 岸 尾 光 二 、 長 谷川 哲也
[P1-14]ス ピ ン ゆ ら ぎ とそ の 超 伝 導 機 構 に対 す る ヴ ァー テ ック ス補 正 中村 賢
[P1-15]Josephson接 合 した 層 状 超 伝 導 体 のcollectivemode小 山 富男
[P1-16]微 小 ギ ャ ッ プ を もつp一対 称 超 伝 導 モ デル での 不 純 物 効 果 一Sr2RuO4を 念 頭 に一 三 宅 和 正 、成 清 修
[Pl-17]ド ー プ され た1次 元 ス ピン ギ ャ ップ 系 で の 準 粒 子 石 原正 也 、小 形 正 男
[Pl-18]乱 れ た ス ピ ンパ イ エ ル ス 系 で の 一 次 転 移 の 可 能性 斎 藤 雅 子
[Pl-19]2次 元 ス ピン ギ ャ ップ 系SrCu2(BO,)2陰 山洋 、上 田寛1
[P1'20]Two"bandS"pe「conductivityintheDopedSpin旨 囎 椙 ㎡ 「8臥 惹
terbe,gandT.M.Rice
[P1-21]Nd,一 、Ce、CuO,の異常な擬ギャップ 小野瀬佳文
[P1-22]Pr,.,Ca,MnO,結 晶の電荷 ・軌道整列の磁気分光 沖本洋一
[P1-23]La2.2.Sr1.2.Mn207結 晶の巨大磁歪と軌道状態 木村剛
[P1-24]La,.,Ca.MnO3結 晶の巨大磁気抵抗再訪 富岡泰秀
[P1-25]一 次元及び二次元Nl酸 化物の光学伝導度 筒井健二、小椎八重航、前川禎通
[Pl-26]YBCO非 整合磁気励起と超伝導の相関 新井正敏、遠藤康失、田島節子、西島辰雄
[Pl-27]単 結晶CuNb206と 結合交替スピン模型 横山寿敏 渡辺真仁
[P1-28]一 粒子励起スペク トルに対する磁気的フラス トレーションの効果 柴田康雅、遠山貴巳、前川禎通
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[P1-31ユ 梯 子 及 び 一 次 元Cu酸 化 物 の 熱 伝 導 本 山 直 樹 、永 崎 洋 、 内 田慎 一
[P1-32]VO5ピ ラ ミ ッ ドー 次 元 鎖 系 の ス ピ ンギ ャ ップ研 究 深 町 俊 彦 、小 林 義 明 、 佐 藤 正 俊
[Pl-33]Fe4・ 酸 化 物:酸 素 ホ ー ル の ダ イ ナ ミ ック ス と整 列 高 野 幹 夫 、川 崎 修 嗣 、藤 森 淳 、左公野 丈 夫
[P1-34]擬i2次 元 有 機 伝 導 体(BEDT-TTF)2,系 に お け る 電荷 秩 序 宮 川 和 也 、 河本 充 司 、鹿 野 田一 司
1113,P2
[P2-1]S=1/2一 次 元 ス ピ ンギ ャ ップ 系 及 び 二 次 元 三 角 格子 の磁 性
一 交代スピン鎖(VO)・P・0・高圧相とクラスター三角難1・ 羅 鐙 肩叶†専樹
、広繕 二、調 幹夫
[P2-2]一 次元モツix'八バード絶縁体1論 禦 闘 欝 議 蛍・灘 蟹 耀 養難 盆養巳 前川禎通
[P2-3]CuNb206の ス ピ ンギ ャ ップ1樹 神 克 明 、金 田 昌基 、佐 藤 正 俊
[P2-4]CuNb206の ス ピ ンギ ャ ップ11(NMR)小 林 義 明 、深 町俊 彦 、佐 藤 正 俊
[P2-5]ErNi2B2Cの 磁 性 と超 伝 導 渡 辺 忠 孝 、L.C.Gupta、 長 谷 川 哲 也 、北 沢 宏 一
[P2-6]SrCu2(BO3)に お け る 厳 密 な ダ イ マ ー状 態 と 磁化 過程 の プ ラ トー 宮 原 慎
[P2-7]2次 元 八 バ ー ド模 型 に お け る相 互作 用 に よ る フ ェル ミ面 の 変 形 依 田俊 太 郎
[P2-8]d-pモ デ ル にお ける 超 伝 導 揺 らぎ 効 果 小池 上 繁
[P2-9]マ ル チ チ ャ ンネ ルd-pモ デ ル の 非 フ ェル ミ 液 体 と モ ッ ト転 移 大 野 義 章 、 鶴 田 篤 史 、 松 浦 民房 、黒 田義 浩
[P2-10ユSpin-ladder系 のCuNMR水 戸 毅
[P2-11]ド ー プ した 近 藤 絶 縁 体 の 熱 力 学 柴 田 尚 和 、 常次 宏 一
[P2-12]Sr2RuO4のi70NMR椋 田 秀 和
[P2-13]バ ン ド幅 制 御 に よる 二 次 元 モ ッ ト転 移 系:(Ca,Sr),RuO、 中辻 知 、深 澤 英 人 、南 方 雅 成 、前 野 悦 輝
[P2-14]Sr2RuO4の 磁 場 中 低 温 比 熱 西 崎 修 司 、毛 志 強 、前 野 悦 輝
[p2-15]Sr2RuO4-Ru共 晶 系;Tc=3Kの 新 しい 超 伝 導 相 安 藤 貴 史 、秋 間崇 、前 野 悦 輝
[P2-16]Bi2212,Hg,Cu1234のCuNMR徳 永 陽
[P2-17ユ フ ェル ミ 液体 系La,.,Sr.TiO,に お け る モ ッ ト転 移 近 傍 質量 繰 り込 み 吉 田鉄 平
[P2-18]コ バ ル ト酸 化 物 のNMR伊 藤 正 行
[P2-19]層 状 コ バ ル ト酸 化 物Bi-Sr-Co-0の 磁 気 抵 抗 効 果 塚 田 一 郎 、 山本 剛 、 内野 倉 国 光
[P2-2・]ぺ ロフスカイ ト型Mn酸 化物/遷 移鋸(Fe・C「,C。,ND酸 化物人工格子における磁罐 薪 合知二
[P2-21]ス ピンゆらぎの機構に依る有機超伝導 近藤 恒
[P2-22]摂 動論に基づく有機超伝導体の研究 重城貴信
[P2-23]二 次元ハバー ド模型におけるフェルミ面と超伝導相関一銅酸化物、有機導体 黒木和彦、青木秀夫
[P2-24]一 次元t-Jモ デルの厳密な動的相関関数と素励起描像 有川晃弘、斎賀康宏、山本尚、倉本義夫





[P2-28]PrBa2Cu307のCuO2面 とCu-0鎖 のバン ド分散 藤森淳、溝川貴司








3.成 果 が、ナイ トシ フ ト、ミ ュー オンな どの実験 で明 ら
本研究 会で得 られた新 しい知 見は以下 の通 りで か とな り、その秩序パ ラ メーターの詳細 も理論的:
ある。 解析 によ り同定された。
(1)高 温超伝導:(4)梯 子型酸化物=
低正孔濃度領域のス ピンギ ャ ップ状態 について、 超 伝導 を示すSr,4 .,Ca.Cu2404、 を中心 に梯 子型
ARPES、 トンネル ス ペ ク トロス コ ピー 、非 熱 、 物質 にお ける磁気秩序 、NMR、 光スペ ク トル 、非
帯磁率な ど異 なる実験 手段 によ る研 究が進 み、Tc線 形伝導な どが報告された。
を含めた 各種物理 量の間 にスケー リングの 関係が(5)量 子ス ピン系:
存在す る ことが わか った 。又、1/8状 態 にお けNaV20,、CuNb206、La.Cu3MoO12、
る開ス トライ プ状態"の 電荷 ダイナ ミ ックス も不 純CuNb,O,な ど新 しい量 子 ス ピン系 が多数 開拓 さ
物 効果 も含めて 明 らか にされた 。磁 気秩序 と超 伝 れ 、そ の電荷秩序 やダ イナ ミ ックスが実験 、理 論
導 の共存 や、不整合 性の正孔 濃度依 存性な ど新 し の両面か ら明 らかにされた 。
い実験事 実が数多 く報告 された。
(2)マ ンガン酸化物:4,ま とめ
従 来、 あま りま じめに考 え られて いなか った 軌 高温超伝 導を契機 に再 び盛 ん にな った 遷移金属
道 の 自由度 が巨大磁 気抵抗 を始 め とす る各 種の物 酸化物の研 究は、新 しい実験技 術、理論 的アイ デ
性 に本質的 に重要であ ることが実験 理 論の両面 か アを駆使 した新展開 をみせて お り、新奇 な量子現
ら明 らか にな って きた。まず軌道 の 自由度 を考慮 象 の宝庫 である ことがわか ってきた。123件 にも
す るこ とで 、実験で得 られた相 図を理論 的 に再現 及 ぶ発表件数 が示す と うり、 この分野の研究 を 日
で きる ことが わか った 。又、軌道 秩序の観 測方法 本 が リー ドしている。又 今回の研 究会の特徴 と し
と してX線 を用いた もの が実験 、理論 とも に確立 て若い研究者の 成長が際 立 って いたこ とが挙 げ ら
され た。 これ らの相 図の理 解を 出発点 と して、中 れ 、益々の隆盛 を確信 させた。 この よ うな機会 を
性子散 乱、光 吸収 、磁気抵 抗な どに現れる ダイナ 与 えて下さ った東 北大学金 属材料研 究所 に深 く感
ミ ックスの研究 が進展 して いる。 謝 するととも に、ひき続 きの御支援 をお願い 申 し
(3)ル テニ ウム酸化物=上 げる次第 です。
Sr2RuO、 の超伝導 がp一波ペア リングである こと
一24一
lMRニ ュースNo.31研 究会 報告
研究会報告(4)1
内殻準位分光法における基礎研究と応用研究の接点を求める
代表者 小谷 章雄(東 京大学物性研究所 教授)
1.は じめに かれ、相互の理解を深め、研究の現状を把握 し、
本研究会は、X線 光電子分光法、X線 吸収分光法、 今後の発展をはかることは大きな意義をもっもの
X線 発光分光法などの内殻準位の分光法における と考え られる。また、今回の研究会は、日本鉄鋼
















2.希土類系の共鳴光電子 ・発光分光の理論(東 大 物性研)小 笠原春彦
3.強相関電子系の内殻光電子 ・光吸収スペクトルにおける多体効果、固体効果(岡 山大 理)岡 田耕三
14:30-15:45座 長 岡田耕三
4.X線 吸収磁気円二色性と人工格子のスピン ・軌道モーメント(広 大 院先端物質)城 健男
5,発光X線 微細構造(EXEFS)に よる構造解析と多体効果(京 大 院工)河 合潤
15:45-16:00休 憩、
16:00-18:00座 長 城健男
6.高 輝度円偏光放射光を用いた磁性体の研究(阪 大 院基礎工)今 田真
7.鉄 薄膜の内殻光電子分光スペクトル(物 質構造科学研究所)柿 崎明人




9:00-10=30座 長 藤森 淳
9.共 鳴光電子分光から見た遷移金属化合物の電子構造の違い(分 子研)小 杉信博
10.共 鳴X線発光の理論(東 大 物性研)小 谷章雄
10:30-12:15座 長 小杉信博
11.軟X線 発光分光(東 大 物性研)辛 埴
12.内 殻準位から求めた化学ポテンシャルの移動(東 大 院理)藤 森淳
13不 対電子数零の第一遷移金属元素化合物のXPSとXES(東 北大 金研)奥 正興
13:30-15;00座 長 奥 正興
14鉄 鋼材料における電子分光スペクトルの利用(NKK基 盤研)名 越正泰、 奥出進也
15.酸 素イオン照射によるCu、Cr、Niの 表面変化(住 金テクノロジ)薄木智亮
16電 子分光により調べた表面偏析とその溶融亜鉛めっき合金化挙動への影響
(鋼管計測 分析センター)橋 本哲 ・
閉会挨拶 奥 正興




た希土類化合物(特 にCeRh3)の 深い内殻準位の 重要な方向を示す研究である。
励起に対する共鳴光電子と共鳴発光の実験データ 城は、強相関系の磁気モーメン トにおける軌道
の理論解析について講演した。これは、2p-5d励 成分を正確に理諭計算することを目的として、ハ
起状態を中間状態とする3d共 鳴光電子放出と3d-一 トリー ・フォック計算を系統的に行っている。
2p共 鳴発光の実験で、(1)深 い内殻の共鴫光電 その一端として、本研究会では一次元的なCoの 原
子放出であるので表面の影響が無視できる、(2)子 鎖をPd原 子(お よびCu原 子)の 格子中に規則
終状態の3d内 殻状態はかな り正確に解析できるた 配列させた系に対する計算結果を紹介 し、Coの 軌
め、十分確立されていない中間状態についての情 、道磁気モーメン トはバルクのCoよ り2、3倍 大き
報がえられる、(3)共 通の中間状態からの独立な くなることを示 した。この種の研究 に関 しては、
二つの緩和過程 によるスペク トルを矛盾なく解析 出来るだけ第一原理に基づいて計算を進める試み
することにより、基底状態と中間状態に関するよ も他の研究者によってなされつつあり、八一 トリ
り正確な知見が得 られる、などの特徴がある。硬 一 ・フォック近似計算との間の長所 ・短所が講演
いX線 源となる第三世代放射光によって初めて可 後の討論の中心となった。第一原理計算も、軌道
能になる研究として、今後の発展が期待される分 モーメン トの適切な取 り扱いに関してはまだ十分
野である。 岡田は、銅酸化物のCu2p内 殻の に確立されているとはいえず、明確な解答がえら
XPSとXASに おいて、複数のCuサ イ トが重要な れるまでには時間がかかるであろう。
役割を果たす現象(inter-siteeffect)に ついて 今田はX線 吸収円偏光二色性(MCD)と 光電子
講演 した。これまで、銅酸化物のCu2pXPSに は 顕微鏡 について講演 した。まず、3種 類の遷移金
単一のCuを 含むクラスター模型(ま たは不純物ア 属(TM)Pt合 金におけるTM2pxASのMCDを
ンダーソン模型)で は説明できない構造があるこ 測 定 し、TMの 軌道磁気 モーメ ン トがFe
,Pt,
とが知られていて、岡田らやvanVeenendaalらMnPt,,CoPt3の 順番で増力口することを示 し、3d
が大きなクラスターによる解析をおこなってきた 軌道の局在度 とフン ト最低状態の軌道成分を基に
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してこれを諭 じた。また、強磁性化合物中の非磁 に比例 して変化する共鳴光電子放出がイオン化し
性元素に対するMCDの 測定例として、CoS2のSき い値以上で生 じる通常のオージェ電子放出とど
2pXASとLnSrMnO3の01sXASのMCDの 結果 のように繋がるかを諭 じた。その振る舞いは、そ
を紹介 した。さらに、磁気二色性を用いた光電子 れそれの物質によって異なり、金属の場合は一電
顕微鏡によりナノ領域の磁性を探る研究の現状に 子描像で理解できるが、錯体では内殻正孔ポテン
ついて述べた。MCDの 解析においては、スピン総 シャルの効果が本質的に重要 とな り、さらにNio
和則の補正をどう入れるかなどの問題点があるが、 ではもっと複雑な電子相関 ・多重項の効果が重要
そのような定量的な詳細はともかくとして、MCDな 役割を果たす。
が磁性研究の一つの重要な手段であることは確立 小谷 と辛は、最近目覚ま しい発展をとげている
されたと考えられる。X線 発光分光の理論 と実験 について、それぞれ講
柿崎は非磁性単結晶上に成長 したFe薄 膜の磁 演 した。小谷はfおよびd電 子系の共鳴X線 発光 に
性と膜厚の関係をスピン偏極光電子分光により研 対 して、不純物アンダーソンモデルによる理諭解
究 した。たとえば、Cu(OO1)上 のFeは5MLま で 析の代表例を示 した後、最近NdCuO、 のCuls一
はfct構 造をとりキュリー温度(TG)が 室温以上4p励 起のもとで観測された共鳴発光スペク トル
であるが、5MLと10MLの 間ではfcc構 造とな には電荷移動による非弾性散乱がみられ.、その振
りTcが 低くなる。10ML以 上ではバルクと同 じ る舞いはCuイ オンを複数個含む大きなクラスター
bccと なり再びTcは 上昇する。新 しい試みとして、 を用いることによってはじめて理解できることを
Rh(001)上 のFeの 実験を行 ったが、Rhの 格子定 強調 した。 これ は、岡田が 諭 じたinter-site
数がCuよ り大きいためか、Feの 膜厚に対する構effectがX線 発光分光でも重要であることを示し
造変化はゆるやかで、5MLで 急激な磁性の変化は たものである。辛 は、まず半暮体の共嶋X線 発光
見 られなかった。薄膜の磁性をスピン偏極 ・角度 分光において見 られる電子運動量とパリティーに
分解光電子分光で研究することは最先端の技術を 関する保存則について概観 した後、最近辛 らが測
駆使 した研究といえるが、なお、薄膜試料の作成 定 したV203,V,O,を はじめとする遷移金属酸化
などに微妙な問題がのこされていて、強磁性交換 物の共鳴X線 発光における電荷移動励起とd-d励 起
分 裂が確認 されたものと同種 の試料 に対 して、 の入射光エネルギー依存性を議諭 した。さらに、
MCDが 観測されなかったという別の報告もある。 金属 ・絶縁体転移における伝導電子の有無が共鳴
実験の再現性を注意深くしらべるなどの地道な努X線 発光にどのように反映されるかを光学伝導度
力が求められている。 の振る舞いを基に して諭 じ、光源の輝度の向上 に
田中はメゾスコピック系金属ナノ薄膜に対する より分解能が改善されれば、X線 発光はフェルミ
垂直放出角度分解光電子分光 について講演 した。 準位近傍の電子状態を しらべるための極めて有力
試料は、Si(111)お よび水素終端Si(100)単 結晶 な手段となるだろうと結諭 した。藤森は高温超伝
基板上に積層させたCuを シー ド層 として、エピタ 導体La, .、Sr。CuO、の化学ポテンシャルの正孔濃度
キシャル成長させたAgナ ノ薄膜で、光電子分光にxに 対する変化を内殻光電子スペク トル位置の変化
より、Agの 価電子がナノ薄膜中に量子閉じ込めを から求めた。それによれば、x>02の 高濃度領
受けることによ り発現 した準位の微細構造が観測 域での振る舞いはフェルミ液体論によってよく理
された。そのスペク トル幅の温度変化から、ナノ 解できるのに対して、x〈0.2の 低濃度領域ではx
薄膜における電子 ・プォノン相互作用に関する情 の減少とともに化学ポテンシャルのx依 存性が減少
報が得られた。 し、比熱や帯磁率が減少することと一見矛盾する。
小杉は、K2Ni(CN)4・Ni金 属・およびNioの その原因として、低濃度域では擬ギャップがフエ




伝導の出現 と密接に関連すると考え られるので、 名越は鉄鋼での耐腐食材料の設計方法を決める
今後の解明が待たれる。 手段として電子分光法の利用を考えた。鉄鋼のバ
次に、応用研究あるいは比較的応用の色彩の濃 ルクとメッキ層のモデルとして、それぞれFe-Ni,、
いものについて述べる。鈴木は、近年Li二次電池Zn-Niを 取 り上げた。これらの合金のXPSス ペク
の電極材料 として注 目されているLi,6 .xCo。4N(xト ルは内殻準位、価電子帯準位とも単体のスペク
=0.0,1.6)お よびLi
,..MnN4の 電子エネルギー損 トルの和で表されず、合金化 による効果が大きい
失分光(EELS)の 実験緒果を示 し、その電子状 ことを示 した。それらの結果 と耐腐食性を緒びつ
態 と電気化学特性について論 じた。これらの物質 けるのは困難で、む しろ生成物とバルクの関連を
の遷移元素は大きな形式価数をもつが、実際には 求めるべきでないかの質問があった。
多価イオン状態をとるのではな く、強い共有結合 薄木は、表面汚染層のない酸化物表面を作るた
性による電荷移動 によって遮蔽されている。その めと、SIMSで の酸素イオンスパ ッタリング機構
ため、Liの 脱離によって系に導入される正孔は主 解明のため、金属に対する酸素イオン照射による
として窒素の2p軌 道に入るものと考えられる。こ 表面生成物をxpsで 調べた。Cu、Cr,Niと も、基
れは、この系の特徴的な電気化学的性質を理解す 盤温度が低いほど、また酸素イオンのエネルギー
る上で重要な事実であ り、これらの物質は、応用 が低いほど高酸化数状態 になる ことを示 した。
と基礎の両面から興味深い。 溶融亜鉛メッキを鋼板に施す場合、添加元素によ
河合は、分析化学の有効な手段であるX線 吸収 ってFe-Zn合 金の挙動が異なる。この一連の研究
微細構造(EXAFS)を 発光分光(XES)に よ っ の中で、橋本 はリンの挙動 を調べるためAESと
て観測する新しい方法について紹介 した。例えば、XPS .を使用 した。リン添加 によるζ 一ZnFe相 の
AlのKαXES(2p-1s遷 移)に ともなって2p一ε 減少 と、リンが基盤中でメッキ層との界面近傍に






違点もあるが、EXEFSに はシンクロ トロン放射 の整理と今後の研究の発展のために有意義であっ'
光を用いなくてもEXASFと 同様な情報が得られ た。基礎と応用の研究の接点を模索する試みは、
るという実用上の利点がある。 内殻分光においては これまで殆 ど行われてお ら
奥は、遷移金属2pXPSとKαXESの 関違性を ず、有意義な第一歩を踏み出すことができた。基
求める研究の中で、不対電子数が零の化合物につ 礎研究に関 しては、この分野の先端的な研究を推
いて報告 した。化合物は、XPSス ペク トルにサテ 進 している研究者の多くが参加 し、研究の最前線
ライ トピークが観測されないものと明瞭なサテラ に関する講演と討論がなされた。応用研究と基礎
イ トピークが観測されるものとに分類された。シ 研究の間には、目的意識、概念、興昧の対象にお
アン化合物とKMnO4,K2CrO4が 前者 に、TiO,,い てかなりの隔た りがあり、その接点に関して性
LiCoO2が 後者に属した。前者のXPSで2Pv,と 急に成果を期待することは適切とはいえない。少
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研究会報告(5):
半導体中の水素:そ の科学と技術
代表者 上浦 洋一(岡 山大学工学部 教授)
1,は じめに(1)Si表 面における水素
最近、半導体中の水素が非常に多彩な性質を示 押山は、水素で被覆されたシリコン表面上での
すことが明 らかになりつつある。例えば、電気的 シリコン ・ア ドア トムに対 して、密度汎関数法の
活性な不純物や欠陥を不活性化する、いわゆる不 局所密度近似に基づく理論計算を行い、Siア ドア
動態化ばか りでな く、水素は不純物や欠陥のエネ トムと表面の水素原子との置換吸着にはエネルギ
ルギ ー準位をシフ トさせた り、電気的に不活性な 一バ リヤーが存在 しないこと、Siア ドア トムの拡
不純物や欠陥と複合体を形成 し電気的に活性化さ 散は単純な移動ではな く、水素の放出 ・捕獲を伴
せた りすることがある。また、シ リコン中の格子 う複雑な原子反応であること、など、水素はSi




リコンウエー八を切断する手法(ス マー ト・カッ 空STMで 観察 した。その結果、Si(111)面 を
ト法)も 開発された。 しか し、これらの現象の本 フッ酸系溶液とフッ化アンモニウム溶液で処理す
質はまだ理解されているとは言い難い状況である。 ると、Si-H相 で終端された平坦なSi(111)面 が
本研究会 は、このような背景のもとに企画され、 得られること、またSi(oo1)面 の場合、[010]
平成10年12月10日(木)、11日(金)の 両 方向に4度 傾斜 した基板をbufferedフ ッ酸溶液
日、金属材料研究所本多記念館3階 視聴覚室にて で処理することにより、水素終端 した表面が得ら
開催された。研究会では、学会や分科の枠を越え れることなど、Si表 面における水素の状態を制御
て基礎 ・応用の様々な分野か ら実験 ・理論の研究 することによ り、安定な平坦面が得 られることを
者が一堂に会 し、半導体中の水素に関する最新の 示 した。上田は、電子励起イオン脱離法を用いて、
成果を発表 し討論を行った。Si(oo1)表 面に吸着 している水素を脱離させ検
出することで、表面における水素の2次 元分布を
2、 成果1ミ クロンの分解能で観察 した結果を報告 した。
本研究会は、プログラムに示すように、(1)Siま た、電子 ビームにより特定の場所の水素を選択
表面における水素、(2)Si中 の水素 と水素関連 的に脱離させるという手法を用いて、リソグラフ
欠陥、(3)ダ イヤモン ド中の水素と水素関連欠陥、 イーにより水素を脱離させ、選択的に金属を蒸着
(4)半 導体への水素の応用、の4つ のセ ッション するという応用面も検討 した。
において、それぞれの分野での第一線の研究者13
名から最新の成果が発表され、それに対 してかな(2)Si中 の水素と水素関連欠陥
り突っ込んだ討論が行われた。以下 に各講演の内 村上 らは、Si中 の水素分子と水素関連欠陥につ
容を簡単に紹介する。 いてのレビューを行った。特に、ラマンスペク ト
29一
ル 中の3つ のバ ン ド(4160,3600,3800cm-1)SIMS・CLシ ョッ トキ ー接合 特性の温度依 存性
亀諮 諮こ盟島1霧益轟藷』醍こll欝 課灘 驚 碁を濃 歴ゐミ潭雁
その実験的 ・理論的根拠について議論を展開した。 因として考えられる水素起因のアクセプタの微視
上浦らは、Si中 の水素一炭素(H-C)複 合欠陥の 的起源を理解するには理論的アプロ『チが必要で
分解、応力配向、消滅過程をDLTS法 により研究 あることを指摘 した。
して・水素の局所運動や長距離移動に関して得た(4)半 導体への水素の応用
結果を報告 した。特に・トトC複 合欠陥の分解や応 山下 らは、バルクSi中 の転位運動が水素によ
力配向は荷電状態の影響を受け・中性に比べて正 り著 しく促進されることを報告し、これが転位芯
の荷電状態では水素が動きにくことを示 した ・藤 に トラップされた水素との相互作用によるもので
浪らは・単色低速化 した陽電子を用いた ドップラ ある可能性を指摘 した。さらに、バルクGaAs中
一広がり測定と寿命測定を・水素イオン注入 した の転位運動でも同様の促進効果が観測されたが、
Siに 対 して行い・Si中 の水素一空孔複合欠陥のSiGe/Siエ ビ膜中の貫通転位では促進効果が観測
深さ方向分布を測定 した。アニールによる欠陥プ されなかったことを報告 した。徳田らは.イ オン
ロファイルの変化から・水素一空孔複合欠陥や空 注入されたリンの低温活性化を実現するために水
孔クラスターの安定性を議論 し・スマ ート ・カツ 素イオンを注入 した結果、リンの活性化促進と注
ト法におけるSiウ エーハの剥片化現象の起源を明 入欠陥のアニールが起ることを報告 した。また、
らかにした。末澤は・プロ トン注入 したSi・ 水素 水素イオン注入により複空孔 一水素複合欠陥が生
雰囲気で成長 したSi・ 金を ドープして水素中で加 ずることを示 した。阿部は、Siウ エーハの貼り合
熱 ・急冷 したSL電 子線照射 したSiの 光吸収を わぜと水素イオン打ち込みを組み合わせた剥離法
比較研究することにより・2223cm需1ピ ーク、 である、スマ_卜 カット法により得られたSO」 ウ
2166「n'1ピ ークを水素 ・格子間原子複合体と同 工_ハ の欠陥評価法とRTAを 利用 した欠陥低減
定 した。さらに・二次欠陥フリーのSi結 晶を育成 法について述べ、さらにその応用例として、異種
する方法として・水素一アルゴン混合ガス雰囲気 基板を用いたSOIウ エーハと、新しい光デバイス
中での結晶成長を提案 した・ と して期待されている3次 元PBG(Photonic
BandGap)基 板の作製について、その実現可能
(3)ダ イヤモン ド中の水素と水素関連欠陥 性を議論 した。梶山は、半導体結晶、半導体デバ
吉田らは・低抵抗n型 ダイヤモン ドを作製する イスに対する水素の効果を様々な角度から論 じ、
ための新 しい手法として・同時 ドーピング法を提 それを積極的に結晶改質やデバイス特性の向上に




で同時に ドープするとそれ らは3中 心複合欠陥を3 ,ま とめ
形成 し、そのため形成エネルギ ーの低下、 ドナー 本研究会では、各講演者が最新の結果のみな ら
レベルの上昇 キャリヤ移動度の増加をもた らし・ ず、アイデ ィア段階の情報まで交換し、活発な議
低抵抗n型 化を実現できることを示 した。大串は・ 論が展開された。これは、本研究会が学会や講演
マイクロ波プラズマCVD法 により高品質ダイヤ 会では得られない貴重な意見交換の場であ ったこ
モン ド薄膜を合成し・薄膜表面近傍のP型 伝導層 とを意味 している。結果 として、半導体中の水素
の起 源 を 明 らかに する ため に、 ホ ール 効 果・ に関する基礎と応用の融合に対 して様々な角度か
一30一
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ら議論を深 める ことがで き、今後 新たな研 究方向 的 に沿 って 、水素を利 用する こと によ り現実の デ
や展開を見 い出す上 で大変有意 義であ った 。 バ イスの 問題点 を解決 した り、新 しい デバイス を
今後の課題 と して、水素 が関与 する個別 現象の 創 出 した りするための 具体的指 針を提案 する こと
機 構を解 明する ととも に、その背 後 にあ る水素の も重要で ある。 これ には、本研 究会で 取 り上 げた
結 合形態 や移動 に関す る一 般的原 理を明 らか にす 多 彩な視点 か ら、研究 者の有機 的協力 の下 に、 そ





1)13:00-13:10開 会の挨拶 岡山大 上浦洋一
[S蔽 面における水素]
2)13:lo-13:50水 素化si表 面のステップ構造とsiア ドア トムの拡散 筑波大物理 押山 淳
3)13:50-14:30STMで 観察 したSi表 面の水素の状態 融合研 森田行則、徳本洋志
4)14:30-15:10半 導体表面上の水素の振i舞いと2次 元水素分布測定 豊田工大 上田一之
イ木憩15:10-15:30
[Si中の水素と水素関連欠陥]
5>15:30-16:20シ リコン結晶中の水素分子と水素関連欠陥 筑波大物質 村上浩一
6)16:20-17=00シ リコン中の水素の運動 岡山大工 上浦洋一、福田和久、山下善文
7)17=00-17:40シ リコン中の水素一空孔欠陥の陽電子によるアプローチ
神奈川科学技術アカデミー 藤浪真紀






10)9:40-10:20ダ イヤモン ド薄膜中の水素と膜の電気的光学的特性 電総研 大串秀世
休憩10:20-10:40
[半導体への水素の応用]




13)12:00-12:40水 素イオン剥離法によるsi/sio2の 多層構造(株)信 越半導体 阿部孝夫
14)12:40-13:20半 導体デバイスへの水素の応用(株)イ オン工学研 梶山健二












一線の研究が日本で行われ ている。その成果は 換の場を提供 し、共同研究の企画を行 うのが本研
1994年8月 オランダのナイメーヘン、1997年 究会の目的である。
















(D1-DCNQI)2Agの サブミリ波ESR神 戸大学大学院自然科学研究科 大久保 晋
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量子スピン系の磁気相転移と強磁場ESR神 戸大学理学部 太田 仁
基底一重項磁性体の磁場誘起秩序 九州大学理学部 網代芳民
量子スピン系における磁場が誘起する新 しい現象=磁 化の量子化とボーズ凝縮 東京工業大学理学部 田中秀数




R2Cu205(R=Yb,Er,Ho,Tb)の サブミリ波ESR神 戸大学大学院自然科学研究科 木村尚次郎




強磁場下半導体磁気光測定と低次元試料への応用 金属材料技術研究所 高増 正
多層量子ホール系端面のカイラル2次 元電子系の電気伝導 東京大学物性研究所 長田俊人
希薄磁性半導体Cd1.,Mn、Seに おけるMnク ラスター間交換結合 東北大学金研 黒田規敬
電磁濃縮法による超強磁場発生とその下での稀薄磁性半導体のサイクロ トロン共鳴
東京大学物性研究所 松田康弘
傾いた磁場の下での半導体量子井戸のサイクロ トロン共鳴 東京大学物性研究所 有本英生
座長:本 河光博
高温超伝導体YBa2CU30,の 渦糸相図における不規則性の効果 東北大学金研 小林典男
La214系 銅酸化物におけるスピン ・フロップと低温構造 東北大学金研 深瀬哲郎
YBCO膜 のJ,と 不可逆磁場の高磁場特性 東北大学金研 淡路 智
阪大強磁場100Tへ の挑戦 大阪大学極限科学研究センター 金道浩一





正方晶化合物D ,B2C,における反強四重極秩序転移と磁気的性質 東北大学金研 小野寺秀也
Ce 、La1、B6の強磁場領域での磁気相図の異方性 東北大学金研 世良正文
Tmモ ノカルコゲナイドの強磁場磁性 東北大学金研 左近拓男
超強磁場下でのFeSiの メタ磁性 信州大学理学部 山田錺二
遷移金属化合物の強磁場下の伝導現象 東北学院大学工学部 鹿又 武
座長:三 浦 登
ウラン化合物の強磁場メタ磁性 大阪大学大学院 理学研究科 杉山清寛
希土類三元系金属間化合物の強磁場磁化過程 金属材料技術研究所 北澤英明
サプミリ波分光用ジャイロトロンの開発 福井大学工学部 出原敏孝
サブミリ波光源ジャイ日トロンとパルス強磁場を用いたESR装 置の開発 福井大学工学部 光藤誠太郎
おわりに 東京大学物性研究所 三浦 登
昨年物性研で開かれた同様の研究会から1年 の 設などとともに平成11年3月 に移転を行う予定で







簡単に説明する。 導材 料の 開発 であ る。実用 の次期 線材 と して
Nb,Sn線 材の高強度化に成功した。巨大な電磁力
1)磁 場発生技術および測定技術 が作用する大口径強磁場の超伝導マグネッ トは、
阪大 では非破 壊パル スマ グネ ッ トによ る これを用いることで従来の線材を用いた場合の
100Tの 発生を目的として技術開発を行っている。1/2か ら1/3に までコンパク トな設計ができる。
1997年12月 に80.3Tを 発生 して以来、マグネ また冷凍機冷却超伝導マグネ ットを世界に先駆け
ッ トの耐久性などテス トしてきたが、後一年以内 て開発 し15Tの 定常磁場を発生させることに成功
には100丁 を出せる見通 しが付いてきた。東大物 した。パルスマグネッ トを用いた高圧下強磁場磁




置が完成 した。また最大発生磁場70Tを 持つパル を し、更に約700Tで 、弱い強磁性から強い強磁
スマグネッ トに、FRP製 混合器を持つ希釈冷凍機 性に2段 階のメタ磁性転移をすることが示された。
を組み合わせ、100mK以 下の極低温複合極限下NiAs型 構造を持つ典型的遍歴電子型化合物CrTe
での磁気測定が成功 した。ミリ波からサブミリ波,(強 磁性体)とCrSb(反 強磁性体)混 晶、および
領域の広い波長範囲を覆う中出力の ジャイロ トロFe2P型 構造を持つ擬2次 元化合物MnRhP(強 磁性
ンが福井大学で開発され、強磁場 と組み合わせ 体)とMnRhAs(反 強磁性体)混 晶の磁性と伝導
EsRの 研究に応用されるようになった。 現象についても報告された。uPd,A13とuRu2si、
のメタ磁性は、磁気秩序温度以上でもブロー ドに
2)金 属間化合物 ・酸化物の磁性 なりながら帯磁率が極大を示す高温まで観測され
遍歴電子強磁性体CoS2のESRが77K～170Kる ことが見つけられた。金材研ハイブリッ ド磁石
の温度範囲でベク トルネ ットワークを用いて測定 を用いて 行われ た希土 類三元 系金属 間化合 物
された。電荷整列を示す ことが報告 されているRRh2(Si,Ge)2及 び、GdPd2Al3の 強磁場磁化過
Pro5Gao5MnO3のESR測 定が周波数135GHzに 程の実験結果が報告された。
おいて80Kか ら室温までの温度範囲で行われた。




れ らの実験を理解するために、軌道の自由度 と電 子効果によってスピンギ ャップを生 じる系が活発
子間相互作用を取 り入れた模型を用いて理論的解 に研究されているが、これらの量子スピンギャッ
析が行われれた。近藤i半導体と呼ばれる希土類化 プ相の磁場制御に関連 して、基底一重項磁性体の
合物CeNiSn、CeRhSb、YbB,2(こ おける温度の スピンギャップを強磁場によって制御 して磁場誘
低下によるキ ャリアー密度の急激な低下について 起新秩序相を実現する研究が行われた。二重鎖構
1調 べ られた。D,B,C2はTc=15.3Kで 約2μ,の 自 造をもつ量子スピン系であるKCUCI,、TICUCI,、
発磁化を持つ磁気秩序相に転移するが、T。の他にNH4CuCI3に 現れる磁場によって誘起される新し
もTQ=24.7Kで 大きな異常比熱が観測され、これ い量子現象 について調べ られた。量子数1の 反強
がAFQ転 移によるものであることが見出された。 磁性ボン ド交替鎖のモデル物質であるいくつかの
Ce.La1 -、B6の15Tま での 磁場 中比熱 の結果 、 ニッケル錯体化合物の磁気測定から磁化過程にお
x<0.4で この系では じめてll相が高磁場で観測さ ける1/2プ ラ トーの観測、及び、ある交替比でス
れ、Oxyタ イプの反強四重極秩序の実現を強く示 ピンギャップが閉じるというAffleck-Haldane予
唆 していることが示された。電気的反強四重極秩 想の実験的検証が行われた。本来異方性の小さい
序を持つTmS及 びTmSeの 強磁場下の磁化、 銅 化 合 物 で は非 常 に珍 しい メ タ磁 性 を示 す
帯磁率や磁気抵抗がパルス磁石や20T超 伝導磁石R2Cu,05(R=Yb,Er,Ho,Tb)の 強磁場磁化測定
を用いて測定された。FeSiの メタ磁性転移磁場が と周波数領域50～550GHzで のサブミリ波ESR
fixed-spin-moment法 で計算され、約350Tが 行われた。直交するS=1/2ダ イマーが連なった
で半導体から弱い強磁性状態にまずメタ磁性転移 特殊な二次元面を持つSrCu2(BO3)2は 次近接相互
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作用が強 くフラス トレー トした新 しい二次元スピGaAs/AIGaAs系 半導体超格子で多層系 を実現
ンギャップ系であることが見出された。スピンギ し、量子ホール状態における層間抵抗の温度依存
ヤップをもつ有機ラジカルF,PNNNOは 二段階の 性などが調べられた。強磁場高圧フォ トルミネッ
磁化過程を示 し反強磁性一次元鎖の間に弱い反強 センスの実験から得 られたクラスターの有効スピ
磁性相互作用があるとして理解される。巨視的量 ン温度とその圧力依存性などのデータに基づいて、
子 トンネル現象(MQT)を 示すMn,2分 子クラスター クラスター間結合のメ力ニズムが考察された。物
についてサブミリ波ESRに よりこの物質のスピン 性研究所の最高磁場606Tの 電磁濃縮法によ り行
ハミル トニアンが調べられた。 われたCdFeSの サイクロ トロン共鳴の実験が行わ
れ、有効質量との差が、磁場や温度 に対 して、複
4)有 機導体 雑 に依存 す る こ とが見 いだ され た 。GaAs/
有機伝導体を作る代表的分子のTMTSFと 最近AIGaAs量 子井戸に、成長方向から傾いた方向に、
研究の進んでいるBETS分 子のハイブリッド分子 一巻きコイル法による超強磁場を加えサイクロ トf
のDMET-TSeF系 について12Tを 越える磁場で ロン共鳴を測定し、障壁層の高さや、サブバン ド
の測 定が報告 され た。準2次 元有機 伝導体 κ一 間のエネルギー差とサイクロ トロン共鳴エネルギ
(BEDT-TSF)2FeCI4は 磁場中で異常な振る舞いを 一の大小関係の違いによって様々な振る舞いがみ
示すことが見つけられた。 τ型有機伝導体におい られることがわかった。量子化磁場中での2次 元
て磁場 に誘起された磁気抵抗の対称性の変化が見 電子ガスの光ルミネッセンスについての報告があ




5)半 導体およびナノ構造物質 導電面 に平行に磁場をかけたときのパウリ限界域




られた。GaAs/AIGaAsヘ テロ接合試料の表面に における渦糸液体相の3種 類の相に分けられると
微細加工 した強磁性体を付加することによって空 推測されることが分かった。La-NMRの 実験によ
間変調磁場を2次 元電子にかけ、磁気輸送現象お るスピン ・プロップの観測から、La
2、R、CuO4系
よび超周期構造によってもたらされる電子電子 ウ の低温磁気構造と結晶構造の関係について調べら
ムクラ ップ散乱の効果について調べられた。ス ト れている。高臨界電流密度特性を示すYBCO膜 に
リーク型CCDカ メラによるパルス磁場、定常強磁 ついて、臨界電流密度の異なる試料の臨界電流特
場での磁気光学効果測定装置により量子井戸、量 性と不可逆磁場特性が27Tの 高磁場まで測定され
子 ドッ ト等 の低 次 元系 で の測定 が 行 われ た。 た。
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ワー ク シ ョ ップ 報 告(1)1
次世代機能性素子用基盤としての単結晶の作成と評価
代表者 福田 承生(結 晶材料化学部門 教授)
1,は じめに い、総合的観点から討論することで研究をより効
21世 紀の情報化社会を支えるのは、移動体通信 率的に推進することを目的として計画された。
用の新圧電結晶、次世代通信 ・光情報処理から医 第一日目にはプロジェク トの成果発表を関連研
学応用までの レーザー結晶などの酸化物、フッ化 究発表と共 に行った。第二日目には詳細な成果内
物、複合化合物を中心とする新 しい単結晶である。 容としてポスター発表も用意 し、容易に研究の進
しかし、これ らの新単結晶材料開発は半導体のぞ 行状況を共有できるようにした。同時に、招待者




プロジェク ト 「次世代機能素子用基盤としての単 ワークシ ョップは1998年8月20日 と21日 の
結晶の作成と評価」(プ ロジェク トリーダー:福 田 両日、東北大学金属材料研究所2号 館一階会議室







場 所 東北大学 金属材料研究所2号 館 講堂 ・会議室
テーマ 次世代機能素子用基盤としての単結晶の育成と評価
第1日 目=8月20日(木)「 次世代機能素子用基盤としての単結晶の育成と評価(口 頭発表)」
13:00-13=10開 会の挨拶 東北大 金研 福田承生
座長 浅海 勝征(長 崎総合科学大学)
13:IO-13:30希 土類力ルシウムを含むボレート系結晶の育成に関する研究 大阪大 工 佐々木孝友
13:30-13150フ ッ化物および酸化物結晶中のCe3+配位多面体の対称とエネルギー準位
秋田大 工 小玉展宏






14:30-14:50蓄 光型蛍光材料の単結晶育成 東洋大 工 勝亦徹
14:50-15:20休 憩、
座長 古川 保典(無 機材質研究所)
15:20-15:40全 固体紫外波長可変レーザー応用Ce.Na:LiCaAIF ,等結晶作成 東北大 金研 島村清史
15:40-16:00フ ッ化物結晶中の不純物中心の基底、励起状態の解明 岐阜大 工]」 家光男
A・sN
16:00-16:20光 デバイス用バルク単結晶の材料強度に関する研究 九州大 工 宮崎則幸
16:20-16:40二 波長同時画像収録型光散乱断層画像法による結晶の評価 学習院大 理 小川智哉




座長 横谷 篤至(宮 崎大 工)
9:30-10:00広 帯域波長可変 レーザー単結晶 京都産業大 工 坪井泰住
10:00-10:30レ ーザー ・光学応用結晶の最近の研究動向 リヨン大G.Boulon
座長 伊藤 弘昌(東 北大 通研)
10:30-11:00ナ ノメーター分極制御とその応用に関する研究 静岡大 皆方誠
11100-11:30LNス トイキオメ トリー制御と分極反転特性 無機材研 北村健二
座長 平野 眞一(名 古犀大 工)





欣 世κ縫能素子用基 盤と しτの単結晶 の育励 と評伍/の 成 果発 表 ・討講
Cz法 によるCe,Na:LiCaAlF6単 結晶の作成と評価 東北大 金研 島村清史
新しい置換型ランガサイ トケイ系圧電結晶の作成と評価 東北大 金研 加藤友彦
青色発光素子用基板材料(La,Sr)(Al,Ta>03の 作成と結晶評価 東北大 金研 武田博明
Cz法 によるGaN用 新基板材料Ca8La2(PO4)602の 単結晶作成と格子整合性 東北大 金研 風田川統之
μ一PD法 によるAi203/YAG共 晶ファイバーの細径化と組織制御 東北大 金研 吉川彰
EFG法 による形状制御GdVO4結 晶の作成と評価 東北大 金研 町田博
Cz法 による紫外 レーザー窓材用高品質CaF2単 結晶作成 東北大 金研 戸澤慎一郎 宍戸統悦
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KLN系 化合物薄膜結晶の作成及びその評価 東北大 金研 永田久美
乙幡1:臨 欄 脇 畠?』謡 亀囎yP「ope「tiesofNdF・:EρThinFiimonCi翻 矢11鋤J.M.K。
共 晶 体 の 組 織 形 成 の 環 境 依 存 性 の 研 究 東 北 大 金 研 水 関 博 志 川 添 良 幸
ZnOの プ ラ ズ マMBE成 長 と励 起 子 レー ザ ー 菓 北 大 金 研Y.F.Chen八 百 隆 文
CS〕B60,。(OLBO)の 結 晶育 成 と 評価 大 阪 大 工 学 部 吉 村 政 志 佐 々 木 孝 友
Second-harmonicgenerationfromneedIelikeferroelectricdomainsinSrBaNdO
(SBN)si,glecrystals學 善 献 酵 部 小Illa・哉
FZ法 によるアルミン酸塩蛍光体の結晶育成 東洋大学 工学部 勝亦徹
ce2・:Ca2Al2Sio7単結晶の育成と光学特性 秋田大 工学資源学部 小玉展宏
15:00一 閉会の挨拶 東北大 金研 福田承生
3,成 果 坪井はカラーセンターによる広帯域波長可変 レ
佐々木の希±類力ルシウムを含むボレー ト系結 一ザ ー単結 晶 の可 能性 につ いて示 唆を与 え 、
晶の育成に関する研究はSHG結 晶の設計方法に指Boulonは レーザー ・光学応用結晶の最近の研究動
針を与えた。小玉はフッ化物および酸化物結晶中 向として広 くSHG結 晶の紹介を した。皆方のナノ
のCe3+配 位多面体の対称とエネルギー準位につい メーター分極制御とその応用に関する研究では、
て結晶構造からの予測もお こな った。Chaniは 光子のポテンシャルを最大限引き出す方法が提案
KLNお よびlangasiteの 薄膜をLPEで 作成を報告 された し、北村によりそのための材料設計と して
した。横谷の発表は極短パルス レーザーアプレーLNス トイキオメ トリー制御と分極反転特性が議論
ションによる光機能性薄膜デバイスの作製という された。柴田のNH、Injection法 によるGaNの 合
極めてあたらしい材料設計方法の紹介が盛 り込ま 成およびChaiのGaNの 合成の発表は後々も出席者
れていた。勝亦は実際に作成 した蛍光結晶を会場 以外からの電話による問い合わせが殺到 したほど
で回 しながら蓄光型蛍光材料の単結晶育成につい の反響を呼んだ。
て報告 した。島村の作成 した全固体紫外波長可変 アメリカ、ロシア、フランス、 ドイツ、ブラジ






ことが報告された。小川の二波長同時画像収録型 寿命 ・再現性の点でも優れている高品質の"単 結
光散乱断層画像法による結晶の評価では、基礎物 晶"0「11薄 膜「1を作成するかという重要な議題に対
理がマクロな現象に非常に良くマッチ しているす し、研究結果の報告と議論が行われた。主催者と
ば らしい例が示 された。吉川の μ一PD法 による しては、このワークショップの場が、我が国だけ




ワー ク シ ョッ プ報 告(2)1
実験と計算科学的アプローチの共同によるナノ物質研究
代表者 川添 良幸(合 金設計制御工学部門 教授)
1.は じめに 子として、内包ナ ノチューブをダイオー ドなどの
平成10年10月21日(水)午 後1時 半より10デ バイスとして応用できる可能性を示 し、さらに
月22日(木)午 後5時 までの二 日間にわた り、金 包接化合物について、そ して金属マイクロクラス
属材料研究所2号 館1階 講堂において表記のワーク ターのマジックナンバーや磁気記録材料としての ノ
ショップが開催された。 応用などを紹介 した。続いて近藤は、V,Co,Mn
本ワークショップは、ナノメータースケールで などの遷移金属原子数個からなるイオンクラスタ
のマイクロクラスターや物質表面の創製 ・制御に 一を質量選別 して光電子分光測定を行う実験装置
関する研究が近年、急速な発展を遂げている中で、 を紹介 し、この装置を用いた結果を第一原理計算
国内の実験 ・理論の専門家を一堂に集め、実験と によって得られる状態密度と比較することにより、
理論が共同 した形で行われてきた最近の研究成果 クラスターの構造を決定できることを示 した。
の報告や情報交換、さらには将来の共同研究発端 池庄司は、 レナー ド ・ジョーンズ粒子系の液体
の場とするために企画された。具体的な内容は以 からのクラスター蒸発の分子動力学シミュレーシ
下に記述する通 りであるが、近藤教授との同テー ヨンを紹介 し、蒸発クラスターとしてlh構 造を持
マでの実験 ・理論 ジョイン トワークショップは既 つ13個 のクラスターは高温でも安定であり、粒子
に平成4年 から6年 にわたって本所において実施さ 数が400個 付近でlh構 造からfco構 造へ移り変わ
れ、その成果はScienceReportRITUの 特集号 ることを報告 した。
と して2巻 刊行されている。今回のワークショッ 高橋は、球形クラスターの変形が殻構造に及ぼ
プは本年度よ り開始された重点的研究テーマとし す効果を、deformedharmonicoscillatorの 場V'
て採択されたワークショップの一つであ り、参加 合 とboxの 二 つ の 場 合 に つ い て 、non一
人数も60人 を越え、ワークショップとしては規模interactingsystemの 厳密解を求めることによ
的にも従来のものよりもかなり大きなものとなっ り調査 し、even-odddifferenceやmajorshell
た。口頭発表は1時 間講演を7件 と20分 講演9件 のクロスオーバーが起こることを示した。
の合計16件 であったが、その他の重要な発表のた 村上 は、微小銀 イオ ンクラスターをglassy
めに初 日夕方にポスターセ ッシ ョンを開催 した。carbonに ソフ トランデ ィングさせる実験 と、
ポスターの発表件数は24件 であった。HOPGに 高速衝突させる実験を紹介 し、後者の場
合、反射ぜずにHOPG中 に埋め込まれるために必
2.概 要 要な最小衝突工ネルギーがクラスターの断面積 に
以下、ワークシ ョップの概要を順を追 って紹介 ほぼ比例するという結果を示 した。





実 した内容の発表が数多くあった ことを特記 して 紹介 し、得 られるフラッ トなエネルギー分布を例
おく。24件 のポスターの中から参加者全員によっ 示 し、そのヒス トグラムを用いて分布関数の重み
て選ばれた優秀ポスター賞には、第1位:古 賀 健 を付け直せば異なる温度 ・圧力の情報を計算でき
司、第2位=日 原 岳彦 ら、第3位=橋 祐一らが受 ることを一般的に示 した。
賞 し、これらは勿論のこと、これら以外にもイン 尾上は、光照射によってフラー レンをポリマー
パク トのある内容の優れた発表が多数あった。 重合 した研究成果などについて詳 しく紹介 し、IR
2日 目に入 り、まず長谷川は、古典液体の摂動 スペク トル観測、STM観 測を通 じて結合様式、重
変分法や密度汎関数理論を紹介 した後、C6。系がn一 合形態、局所構造を議論 した。特にIRス ペク トル
2nレ ナー ドジョーンズ系においてn=14に 相当す は、Esfarjaniら の理論計算と対応させて構造特定
ること、nが 増えて相互作用が極めて短距離 にな できることを示 した。
ると同じ構造で密度だけが変化するという特殊な 稲岡は、球形井戸型ポテンシャル中の多電子系
固相一固相相転移が起こりうることを示 した。 の外部ポテンシャルに対する動的応答をRPAの 範
丸山は、stick-slip摩 擦現象を古典的に捉え、 囲で扱い、エネルギー損失強度を各電子遷移過程
stick原 子配列と下地の原子配列の重なり方の不整 からの寄与に分解して表面プラズモンモー ドを解
合性により相互作用に干渉効果が起こり、ナノサ 析 し、サイズが大きくなると集団励起的なモー ド
イズにおける摩擦力の大きさは必ず しも接触面積 に移ることを示した。
に比例 しないことをシミュレーシ ョンで示 した。 吉成は、 γ一シクロデキシ トリン中に包接され
奥は、SiCをSi源 、ポリビニルアルコールを炭 たアン トラセンの2量 体が光重合する実験を紹介
素源などとする化学反応により、Siの 超微粒子を し、続いてべロスル ドフがGaussianを 用いたア
内包 したカーボンナノカプセルを生成できること、 ン トラセンの第一原理計算結果や、格子力学を用
また同様な方法により5員 環の代わ りに4員 環を持 いて吉成の実験と同じ光励起系を構造最適化 した
っ角張った中空のBNナ ノカプセルを作ることが出 結果などについて紹介した。
来ることを示 した。 市橋は、触媒によるメタノールの分解反応 に関 ・
大槻は、核反応により放射性元素をC6。に高速衝 する基礎的理解を得る目的で、ニッケルクラスタ
突させた試料を液体クロマ トグラフィーとUVス ペ ーの1価 正イオンにメタノール分子を衝突させた
ク トルメータ、γ線検出器で測定することにより、 場合の透過イオン量(ま たは衝突断面積)の クラ
C6。にBe,Kr,Xeが 内包されることを示 し、大野 スターサイズ ・衝突エネルギー依存性などに関す
らの第一原理分子動力学シミュレーションと一致 る実験結果を紹介 した。
することを紹介 した。 斉藤は、 レーザー光により多価イオン化 した遷
Esfarjaniは 、フラーレンやナ ノチューブの形成 移金属やNb,Taク ラスターなどの質量スペク トル
プロセスおよびナノチューブの折 り畳み構造の金 を測定 し、これが点電荷を仮定 した球形クラスタ
属/絶 縁体の分類に関する一般理論を紹介 し、ナ ーの融合 ・蒸発モデルから決まる臨界サイズとフ
ノチューブに異種原子を内包させることによって イッション ・バ リアーの高さの関係からでは説明





13:30-13:40開 会 の 挨 拶 金 属 材 料 研 究 所 川 添 良 幸
13:40-14:30第 一 原 理 は マ イ ク ロ ク ラス ター の 構 造 や物 性 を 予 測 で き る か?
金 属 材 料研 究所 、 日 立東 北 ソ フ トウ エ ア*
川 添 良 幸 、大 野 か お る 、孫 強 、橋 祐 一*、 種 田 晃 人
14:30-15:30金 属 ク ラス ター の 電 子 構 造 と反 応 豊 田工 業大 学 近 藤 保
15:30-15:50休 憩(ポ ス ター 準 備)
15:50-16:50ナ ノ ク ラス ター が い か に異 な る 構 造 に変 化 す る か 一分 子動 力学 計 算 一
東 北 工 業 技 術研 究所 池 庄 司 民 夫
16:50-17:10金 属 ク ラス ター の 殻 構 造 と 変 形 一粒 子 数 依 存 性 の 視点 か ら一
山形 大 学 理 学 部 高 橋 良 雄1
17:IO-]7:30サ イ ズ 選 別 クラ ス タ ー の 固 体 表 面 へ の デ ポ ジ ッシ ョン
名 古 屋 工 業技 術研 究 所 村上 純 一 、山 口 渡 、 吉 村 和 記 、五 十 嵐 一 男 、 種 村 栄
17:30一 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン2号 館1階 会 議 室
18:30一 ポ ス タ ー を 見 な が ら の 懇 親 会
盈
9:00-10:00PhaseBehaviorsinSystemsofLargeMolecules岩 手 大 学 工 学 部 長 谷川 正 之
10:GO-10:20ナ ノ サ イ ズ界 面 に お け る滑 り摩 擦 現 象
名 古 屋 工 業 技 術 研 究 所 丸 山 豊 、村 上 純 一 、五 十 嵐 一 男 、 種 村 栄
10:20-10:40ナ ノ カ プ セル の 形 成 と構 造 大 阪 大 学 産 業 科学 研 究 所 奥 健 夫 、平 野 孝 典 、菅 沼 克 昭
10:40-10:5G休 憩 、
10:50-11:10放 射 性 同 位 元 素 をプ ロー ブ と した 元 素 内 包 フ ラー レンの 実 験 的 証 拠
東 北 大 学 理 学 部 原 子 核 理 学 研 究 施 設 大 槻 勤
11:10-12:10Electronic,TransportandMechanicalPropertiesofCarbonNanotubes
金 属 材 料研 究所 、 日立東 北 ソ フ トウ ェ ア*
KeivanEsfarjani,AmirA.Farajian,橋 祐 一*、 大 野 か お る 、川 添 良 幸
12=10-13:10昼 食
13:10-13:30マ ル チ等 温 等 圧 分 子 動 力 学 法 一一複 雑 系 の 構 造 予 測 を 目指 して 一
物 質 工 学 工 業 技 術 研 究 所 三 上 益
13:30-14:30フ ラー レン光 重 合 ポ リマ ー の 構 造 に関 す る 研 究 理 化 学 研 究 所 尾 上 順
14:30-14:50微 粒 子 表 面 プ ラ ズモ ンの 内 部 構 造 とサ イ ズ 依 存 性 岩 手 大 学 工 学 部 稲 岡 毅
14:50-15:00休 憩
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15:00-16:001ntermoiecularBondsBridgingTwoAnthraceneMoleouleslna}1-Cyclodextrin
山 形 大 学 理 学 部 、 金 属 材 料 研 究 所*吉 成 武 久 、 檜 和 田 徹 、 大 西 彰 正 、 長 坂 慎 一 郎
RodionBelosludov*、 大 野 か お る*、 川 添 良 幸*
16:00-16:20金 属 ク ラ ス タ ー イ オ ン 表 面 に 対 す る 分 子 の 付 着 と 化 学 反 応
豊 田 工 業 大 学 、 コ ン ポ ン研 究 所*市 橋 正 彦 、RamkuberT.Yadav*、 近 藤 保
16:20-16:40遷 移 金 属 の 多価 イ オ ン ク ラ ス タ ー の 安 定性
電 子 技 術 総 合 研 究所 斉 藤 直 昭 、小 山 和 義 、谷 本 充 司
16:40-17:50事 務 連 絡 金 属 材 料 研 究 所 大 野 か お る
16:50-17:00閉 会 の 挨 拶 金 属 材 料 研 究 所 川 添 良 幸
ポ ス タ ー=21日(水)17:30-
L粒 径 分 布 の あ る場 合 、 サ イ トパ ー コ レー シ ョン モ デル の ユ ニ バ ー サ リテ ィ は破 れ るか?
金 属 材 料 研 究 所 佐 原 亮 二 、水 関 博 志 、大 野 か お る 、 川 添 良 幸
2.AblnitioStudyofAlkaliMetalinsertionintoCarbonNanotubes
金 属 材 料 研 究 所AmlrA.Farajian、 大 野 か お る 、KeivanEsfarjani、 川 添 良 幸
3.希 薄 流 シ ミ ュ レー シ ョン に よ る ク ラ ス タ ー堆 積 の 研 究 金 属 材 料 研 究 所 水 関 博 志 、川 添 良 幸
4.炭 素 ク ラ ス タ ー 負 イ オ ン(n?12)の 低 エ ネ ル ギ ー 衝 突 誘 起 解 離 に 見 られ る偶 奇性
名 古 屋 工 業 技 術 研 究 所 多 井 豊 、村 上 純 一
5.密 度 汎 関 数 法 を 用 い たC6。 分子 の励 起三 重 項 状 態 に 関 す る研 究
理 化 学 研 究 所 原 寿 樹 、 尾上 順 、 武 内 一 夫
6、 シ リコ ン被 覆 フ ラ ー レン に 関 す る研 究
理 化 学 研 究 所 東 北 大 学*田 中 秀 樹 、 原 寿樹 、大 澤 秀 一*、 尾 上 順 、武 内 一 夫
7.分 子 動 力 学 計 算 の高 速 化 技 法 の 開発 と大 規 模 系 へ の 応 用 物 質 工 学 工 業 技 術 研 究 所 川 田 正 晃 、 三 上 益 弘
8.BNナ ノ カ プ セル の 合成 と構 造 大 阪大 学 産 業 科 学 研 究 所 平 野 孝 典 、 奥 健 夫 、 菅 沼 克 昭
9.固 体 ク ラス ター 、酸 化 物 のHREMに よ る ナ ノ構 造 解 析 大 阪大 学産 業 科 学 研 究 所 奥 健 夫 、菅 沼 克 昭
10.タ イ トバ イ ン デ ィ ング 分 子 動 力 学 法 によ る 遷 移 金 属 ク ラ ス タ ー の 安定 構 造 と磁 性
金 属 材 料 研 究 所 種 田 晃 人 、 川 添 良 幸
11.Abinitiostudiesonthestructureandstructuretransition
金属 材 料研 究 所 、 日立 東 北 ソ フ トウ ェ ア*
孫 強 、 余 京 智 、 橋 祐 一*、 王 鼎 盛 、大 野 か お る 、川 添 良 幸
12.金 属 ク ラ ス ター の 光 吸収 スペ ク トル と光 解 離 ダ イ ナ ミ クス
豊 田 工 業 大 学 、 東京 大 学大 学 院 理学 系研 究科*寺 嵜 亨 、 峰 本 紳 一 郎*、 近 藤 保
13,SUrfaCeSpUtteringbyCIUSterlmpaCt:(CO2)n+OntOGraphiteSUrfaCe




山口 仁志*、 安松 久登、市橋 正彦、寺嵜 亨、近藤 保
15.Atom-resolvedImagingonWideBand-gapGaN(0001>Surface
金属材料研究所QikunXue、 長谷川 幸雄、1.Tsong、 櫻井 利夫
16.レ ーザービームとフラーレン晶体表面との相互作用
金属材料研究所、東北大学学際科学研究センター*
胡 長武、粕谷 厚生*、 大野かおる、川添 良幸
17.遷 移金属自由クラスターに見られるマジックナンバー 金属材料研究所 桜井 雅樹、隅山 兼治
18,プ ラズマ ・ガス凝縮法による単分散Crク ラスターの生成とサイズ制御
金属材料研究所、住友金属*山 室 佐益、隅山 兼治、鈴木 謙爾*
19.プ ラズマガス中凝縮法によるナノクラスターの生成と成長 金属材料研究所 日原 岳彦、隅山 兼治
20.金 属ナノ粒子構造の熱処理効果 融合領域研究所 古賀 健司
21.全 電子混合基底法によるC6。,Cu2,Fe,,Fe,3な どの第一原理分子動力学
金属材料研究所 志賀 圭一郎、大野 かおる、丸山 豊、川添 良幸
22.EnergeticsofDefectsinCarbonNanotubes




金属材料研究所 周 嘉、王 鼎盛、川添 良幸
4.ま とめ
以 上の ように当該 研究分野 におい て第 一線で 活 所で編 集 してい るSpringer-Verlag社 か ら出版 さ
躍 している多 数の研究 者が集 ま って開 かれた今 回 れ る専 門 書 シ リーズAdvancesinMaterials
の ワーク シ ョップ は、充実 した発表 と活 発な討論Researchの1巻 と してまとめ られる予定 である。
によ って大 変有意義であ った。 本ワークシ ョップの内容 に関 して興味のある方 は、
初 日のポス ターセ ッシ ョンおよびその後 の懇親 この本を見 られる ことを是非 お勧め したい。また、
会で は、 これ らの 研究者 が一堂 に会 して議 論を深 来年度 も今 回 に引き続 き、今 回 と同 じ重 点テ ーマ
める ことが出来た 。今後 も、 この よ うな大 きな規 での ワー クシ ョップを開催す ることが採択 され て
模 の ワー クシ ョップでは 、参 加者 間で十分 な時間 いるので 、来年度 は、今 回参加 された方々 は勿論
をと って議論 するた め にポスター セ ッシ ョンを行 の こと、今 回参加出来 なか った方 々にも よ り広 く
うのが大変良 い と考 え られ る。今 回発表され た内 参加を呼びかけたいと考えている。
容の 一部 を中心 とす る レビューが 、金 属材料研 究(文 責 大野 かおる)
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ワー ク シ ョ ップ 報 告(3)1
中性子回折による化合物磁性体の構造の研究
一 高 能 率 中性 子 粉末 回 折装 置HERMESを 用 いた 研 究 一
代表者 山口泰男(本 研究所 教授)
1,は じめに と して、本 ワークショップを開催 した。さらに、
磁性体の磁気構造の研究や、酸化物 ・水素化物HERMESを 含む各種の構造解析用中性子回折装
等軽原子を含む化合物の結晶構造の研究には、中 置の特性を比較する事により、中性子回折装置全
性子回折は不可欠の実験手法である。金研が3年 体をより広い分野で有効に使 っていくにはどう し
前 に 建 設 した 高 能 率 中 性 子 粉 末 回 折 装 置 たらよいか、についてもユーザーからの要望をふ
(HERMES)は 、そのデータ集積効率の高さから、 まえて議論 した。
非常に広範囲の分野において物質の原子 レベルで
の 構 造 研 究 に 用 い ら れ て き た 。 そ こ で 、2.ワ ークショップ報告'
HERMESの ユーザーにこれまでに得 られた最新 本ワークショップは12月14日 、15日 の両 日、
の成果を報告 してもらい、化合物磁性体の磁気構 東北大学金属材料研究所2号 館1階 講堂で開催され








4f系化合物の磁性(座 長=東 北大金研 小野寺秀也)
「CeScM(MニSi、Ge)の 磁性」(25分)上 床美也(埼 玉大)
「DyB6の磁気構造と構造相転移」(20分)高 橋弘紀(金 研)
「R3Co(R:希 土類元素)の 磁気構造」(20分)安 達義也(横 浜国大)
「ラーベス相TbMn、 とDyMn2の 磁気構造」(20分)井 上和子(龍 谷大)
「正方晶DyB2C2に おける反強四重極および反強磁性相互作用の共存、競合と磁気構造」(20分)
山内宏樹(金 研)
中性子粉末回折実験(座 長=東 北大工 梶谷剛)
「RIETAN-98の 開発と応用」(15分)泉 富士夫(無 機材研)池 田卓史(筑 波大物理工)
「HERMESの 現状と将来」(30分)大 山研司(金 研)
「HRPDに よる短波長中性子回折」(30分)森 井幸生(原 研)
「粉末回折の将来 一TOF中 性子回折の視点から」(30分)神 山崇(筑 波大)
45
1215前ge、 … 、、z3日 、
磁気散漫散乱(座 長:東 北大金研 山口泰男)
「Znヨ.,Mn、Teの磁気散漫散乱と動的磁気相関」(25分)梶 谷剛(東 北大工)
「Zn-Mg-Ho系 正20面 体準結晶における磁気散慢散乱」(20分)佐 藤卓(金 材技研)
「フラス トレー トしたスピン系の中性子散乱 一一ZnFe204、ZnCr204の 場合」(20分)
白鳥紀一(九 州大)
酸化物の磁性と構造1(座 長=理 研 松田雅昌)
「新層状窒化物超伝導体A,ZrNClとA.HfNGI(A;ア ルカリ金属)の 構造」(25分)社 本真一(東 北大工)
「リチウム含有層状岩塩型酸化物の組成制御と結晶構造」(20分)菅 野了次(神 戸大)
「HERMESを 用いたリラクサーの構造変化」(20分)上 江洲由晃(早 稲田大)
酸化物の磁性と構造Il(座 長=東 北大院理 廣田和馬)
「マンガン酸化物の磁気構造と格子構造の相関」(25分)守 友浩(名 古屋大)
「中性子回折による強磁性BiMnO,の 構造解析」(20分)阿 藤敏行(金 研)'
K
「Nd1.,Sr.MnO,の磁気構造と軌道秩序」(20分)梶 本亮一(物 性研)






ワークシ ョップでの講演分野も多岐 にわた った。 食い違うものであ り、物性の試料依存性などを検
プログラムでも分かるように、講演は大きくわけ 討中である。高橋は正方晶CeB
6型結晶構造を持つ
て4つ にわけられる。第1は 、希土類系化合物でDyB6の 磁気構造と低温での構造相転移について中
の磁性研究 に関する講演、第2は 代表的な中性子 性子回折実験の結果を示 した。DyB
6は32Kで 協
回折装置の現状に関する講演、第3に 主に単結晶 力的Jahn-Teller効 果によってCubic構 造か ら
し メ
試料を用いた磁気散漫散乱実験に関する講演、第rhombohedra購 造 に転移するが 、高橋 らはs〈
4に 酸化物の物性、特にMn酸 化物の磁性に関するrhombohedral構 造において各軸がなす角の温度
講演である。これ らの講演によ り、HERMESが 依存性を詳細に測定 している。同時に、低温で非
広い分野で非常に有効な装置である事が多くの実 常に多数の磁気ブラッグピークを観測 し、これよ




もつCe化 合物、CeScSiお よびCeSoGeの 磁性に 性を指摘 した。次に安達は、磁化過程に多段の飛
ついて報告があった。この物質および関連物質で びをもち、かつ低温で磁気的な秩序一秩序転移を
は、結晶構造の特徴からCeの とりうるサイ トによ 示すPr,Co,Nd3Coの 磁気構造を解明 した。安達
って磁性が大きく左右される事が予想されている。 らがHERMESで 行 った粉末回折実験によ り、低
上床 らが行 ったHERMESで の粉末回折実験によ 温で多数の磁気散乱ピークが観測された。磁気構
り 、Ceの 入 い る サ イ トが 確 定 し 、 か つ 、 造解析の結果、Nd,Coで は、低温で複雑なnon-




常によく一致 している。また、井上はC14型 ラー での講演によって、単結晶試料を用いた2次 元散
ベス相TbMn2で の磁気構造について報告 した。井 漫散乱測定 にも非常に有効である事が示された。
上らが行った中性子回折実験から、この物質では まず、梶谷によってスピングラス物9.Zn1 .,Mn、Te
Tbだ けでなくMnも 磁気モーメン トを持ち、かつ での磁気散漫散乱測定の結果が示された。梶谷等
cantし ている可能性が指摘され、この系の磁気構 はスピングラス相内での磁気散漫散乱測定に成功
造が非常に複雑である事が しめされた。山内は、 し、無磁場では主 にtype-lllのスピン相関が存在 し
正方晶化合物DyB2C2で の磁気構造決定を行い、Cて いる事を示 した。次に佐藤は、準結晶単結晶試
軸方向にとなりあう磁気モーメン トがほぼ直角を 料を用いた実験で、準結晶特有の10回 対称を示す
な している構造である事を示 した。この構造は、 磁気散漫散乱を測定 し、その美しい図を公表した。
四重極秩序状態が実現 している事を想定 しないと さらに、この散漫散乱パターンが、仮想的な6次
理解 しに くい構 造で あ り、 この実験 によ って 元空間でのスピンの短距離的な配列に対応させる
DyB2C2が 正方晶化合物で反強四重極秩序化する 事で理解できる可能性を示 した。白鳥は、3次 元
物質として最初の例である事を しめ した。 フラス トレー ト系であるZnFe204、ZnCr20,の 粉
次に、各種の中性子回折実験 についての講演が 末試料での磁気散漫散乱測定について講演 した。




状関数に改良を力口える事で、Fittingの 質を格段に 現れていて、この系のフラス トレーションの特徴
挙げる事に成功した。大山は、本ワークショップ を良く示 している。
の中心テーマであるHERMESの 現状 と問題点、 最後に、HERMESで 行われた酸化物を中心と
及び将来の方向性について報告 した。ここで、出 した軽元素を含む物質の研究について講演があっ
席者か らユーザーの立場からの問題点の指摘と要 た。HERMESに かぎらず、酸化物の詳細な結晶
望がだされ、HERMESの 運用に関 して有効な議 構造決定は中性子の得意とする実験であ り、さら
論する事ができた。原研所有の高分解能回折装置 に、同時に比較的容易に磁気構造決定を行える点
HRPDに つい て、 森井 によ る講演 があ った 。 で、中性子回折実験は酸化物研究にとって重要な
HRPDは 基本的にはHERMESと 同じ原理の装置 役割を果た している。まず社本によって、ZrNCI
であるが、HRPDは 非常に高い分解能での実験を およびHfNCIに アルカ リ金属をインターカー レー
主目的としている。新 しく開発された大輝度モノ トした新 しい窒化物超伝導物質の詳細な構造決定
クロメーターについて説明があ り、これを用いて が行われた。社本は、これ らの物質の構造はこれ
HRPDで 短波長での実験が可能になったことが示 まで考えられてきたモデルとは異な り、わずかな
された。また、新しいRIETANを 用いて非常に複 アルカ リ金属により全体の静電エネルギーを得す
雑な結晶構造を持つ物質の構造決定にHRPDが 有 るように、[(Zr,Hf)NCI]2層 状構造が互いに滑 り運
効であるが示された。神山によって、パルス中性 動を していることを示 した。高圧下あるいは同形




12月15日 は、まずHERMESを 用いた磁気散 などについて講演 した。電池材料の性能を考える
漫 散 乱 実験 につ い ての3つ の講 演 が あ った 。 上で、電池性能と組成制御、結晶構造の正確な把
47一




重要視されている複合酸化物ぺロブスカイ トであ を良 く反映 し、非常に広範囲の多岐にわたる講演
る リラクサーについて講演 した。上江洲らによっ がなされた。HERMESは 特に高能率実験を最大
て三軸分光器を用いて行われた中性子散乱実験に の目的にした装置であり、この点、散乱強度の基
よ り、リラクサーにおいてヘテロ構造揺らぎが観 本的に弱い磁気散乱測定には非常に適 している事
測された。このヘテロ構造揺 らぎは リラクサー巨 が、4f系 化合物の磁性のセッションで、多くの実
大誘電特性の原因と考えられている。 例を挙げて示された。特に、中性子の強い吸収体
ワークシ ョップの最後のセ ッシ ョンは、酸化物 であるDyを ふくむ化合物で優iれた結果が得られて
の磁性を中心にした講演である。守友は、ぺロブ いる事は、今後の希土類化合物の研究において、
スカイ ト型Mn酸 化物の磁気構造、結晶構造相図 あらたな展望を示 している。なぜなら、吸収の大
をあきらかにする事で、Mnぺ ロブスカイ ト磁気 きい試料での中性子散乱実験は、これまで実質的 旭
相の安定性を格子構造の立場か ら説明 した。さら に不可能であ ったからである。また、中性子回折
に、これらの系では、伝導電子、局在スピン、お 実験が、重原子を含む化合物での軽原子位置決定
よびe、軌道の自由度が複雑に絡み合っていて、特 にす ぐれている事から、多 くの酸化物の物性研究
にこの軌道 自由度が重要な役割を果た している事 で重要な成果が得 られている。特に多数の試料で
を示 した。阿藤は、HERMESを 用いて行った強 測定を行い全体的な相図を決定する必要がある系
磁性体Mnぺ ロブスカイ トBiMnO3で の結晶構造決 では、短時間での測定が可能なHERMESは 非常
定について講演 した。BiMnO3の 場合、大量の試 に重要な役割を果た している事が、酸化物の磁性
料作成が困難なため、通常の中性子散乱装置では の構造のセッションで示された。印象的なのは、
実 験 が 不 可 能 で あ った 。そ こで 、 阿藤iら は わずか200mgの 試料での結晶構造解析に成功 し
HERMESを 用いて約200mgの 粉末試料での中 た阿藤 らの講演である、これは、これまでの多 く
性子回折実験を試みた。その結果、BiMnO,で は の中性子回折実験で要求されてきた試料の量の
非常にゆがんだぺロブスカイ ト構造を持つことが1/10以 下であ り、試料合成の困難だ った物質で
あきらかにな った。Mnイ オン周 りの酸化物イオ の研究に大きな福音とな った。また、HERMES
ンの変形からの考察によ り、縮退 したe,軌 道が二 は粉末回折装置であるが、単結晶を用いた2次 元 ゼ
つの軌道に分裂し、e 、電子はそのうちd、2軌道に入 測定により磁気散漫散乱測定が行われ、美 しい結
っている事が示唆された。梶本はMnペ ロブス力 果が得られている。これも、粉末回折装置の汎用
イ トNd1 .,Sr,MnO3の 磁気構造、結晶構造を広い組 性と有用性を示す好例であった。
成と温度範囲であきらかにし、各位置にも組成で ワークショップ全体を通 して、今後HERMES
の軌道秩序と磁気構造の系統的変化を示 した。さ と中性子回折装置が狙 うべき方向性について有意
らに、Mn三 価、四価の電荷配列の可能性を示唆 義な議論を持つことができた。特にユーザーから
した。松田は、CuO、 鎖をもつCa,y2Cu50,。 の の要望を直接受けることで、現段階での装置の問
磁気秩序状態を示 した。この結果、CuO2鎖 内(a題 点が非常にク リアーになったのは、HERMES
軸)の 配列は強磁性的であり、かつb,c軸 方向で という装置に責任を持つ我々にとって大変有意義
のCu間 相関はそれぞれ強磁性的、反強磁性的であ であった。
る事が示された。また、CuO、 鎖の酸素位置にも 最後に年末の非常に多忙な時期 にもかかわ ら
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ワー ク シ ョ ツプ 報 告(4)1
液体の安定化現象ならびにバルク金属ガラスの創製と物性
代表者 井上 明久(東 北大学金属材料研究所 教授)
1.は じめに り2件 が井上研の職員によって発表された。以下
金属や合金の液体が融点(Tm)以 下に冷却されて に各講演者の氏名、所属 題名および講演内容の
得 られる過冷却液体はきわめて不安定で あ り、 概略について紹介する。
1.OK/sの ようなゆっくりとした速度で冷却され(1)井 上明久(東 北大学金研、教授)は 、「金属ガ
る場合には、Tm以 下で直ちに結晶相に凝固するこ ラス研究の最近の トピックス」と題 して、日本お
とが知 られており、この凝固変態で得 られる結晶 よび世界のバルク金属ガラスの最新の現状を紹介
金属材料が有史以来使用されてきている。過冷却 した。日本では平成6年 度～9年 度の4年 間井上教
液体の不安定性のために、人類が使用 してきた厚 授らが中心として行った 「新 しい金属基ガラスの
さ数mm以 上のバル ク金属材料はすべて結晶相か 創製と物性を利用 した工業材料への新展開」の文
ら構成されている。しか し最近、金属の過冷却液 部省科学研究費、特別推進研究の研究成果と今後
体においても数百K/s以 下の遅い速度で冷却され の展望と問題点 について述べた。また、1998年
ても結晶化 しない、いわゆる過冷却液体の安定化8月 の ドイツ、 ドル トムン トでの第10回 液体 ・ア
現象がある特定の条件を満足 した合金系において モルファス金属国際会議(LAM10)、9月 のタホで
生 じることが発見された。この新現象を利用する のアメリ力工ネルギー省主催のバルク金属ガラス
ことにより、厚さ数mm～100mmの バルク金属 ワークショップ、12月 のボス トンでのMRS秋 期
ガラスが、Mg-、 希土類金属(Ln)一、Zr-、Fe-、 会議でのバルクアモルファス合金セ ッシ ョンおよ
Pd-Cu-、Ti一 基な どの多 くの合金系で作製され、 び12月 のシ ドニーでの第5回 機械合金 ・ナノ結晶
従来の結晶金属材料では得 られない特異な性質を 準安定材料の国際シンポジウムで注目された研究
示すことが見出され、一部の合金系(Zr基 合金)は 内容を紹介 し、今後の日本での共同研究 について
実用化されるに至っている。本ワークショップは、 提案を行 った。次いで、横山嘉彦(姫 路工大、助
過冷却液体の安定化現象の理解を深めると共 に、 手)が 「Pd基 およびZr基 金属ガラスの疲労特性」
この現象を利用 して得られるバルク金属ガラスの と題 して、Pd基 バルク金属ガラスの回転曲げ疲労
作製、物性、加工性および応用についての最新の およびZr基 バルク金属ガラスの引張圧縮疲労結果
成果を報告 し、バルク金属ガラスの新材料として を示 し、耐久限が約0,2で あることの外に、クラ
の将来展望を討論することを目的と して行われた。 ック伝播速度および破面形態からのクラックの発
生と伝播挙動および最終クラックの特徴 について
2.ワ ークショップ報告 紹介 した。中嶋英雄(大阪大学産研、教授)は 「Pd
本ワークショップは、平成11年1月7日(木)と8基 およびZr基 金属ガラスにおける拡散」について
日(金)の2日 間、金研の講堂で約50名 が参加 して 最近のデーターを紹介 した。過冷却液体域での
行われ、11件 の発表があった。このうち、9件 がPd-Cu-NトPガ ラス中のPdとNiお よびZr-Al-Ni-Cu




13;OO-13:10開 会の挨拶 井上明久(東 北大金研)
13:IO-13:40金 属ガラス研究の最近の トピックス 井上明久(東 北大金研)
13:40-14:10Pd基 金属ガラスの疲労特性 横山嘉彦、砂田久吉(姫 工大工)
14:10-14=40Zr基 およびPd基 金属ガラスにおける拡散 中嶋英雄(大 阪大産研)
14=40-15:00休 憩、
15:00-15:30超 塑性Zr基 金属ガラスの変形組織 高木誠(愛 知工大機械)(
15:30-16:00高 速超塑性を利用 した粉末固化成形によるバルク金属ガラスの作製
河村能人、井上明久(東 北大金研)
16:00-16:30金 属ガラスの結晶化と酸素の分布 宝野和博(金 材技研)
16:30-17:00金 属ガラスのガラス転移に伴う熱特性、電子物性の変化 春山修身(東 理大理工)
18:00一 懇親会
雌
10:00-10:30逆 懸垂型るつぼ振動法によるLa-Al-Ni系 合金液体の粘度測定 山崎徹(姫 工大工)
10:30-10:50Zr基 金属ガラスの水素化作用 庄子忠、井上明久(東 北大金研)
10:50-11:20希 ±類一Zr基 金属ガラスの過冷却液体領域における水素吸蔵特性 李星国(岩 手大工)r
、
11:20-11:50金 属ガラスの極微細精密加工特性とマイクロマシン創製への応用 早乙女康典(群 馬大工)
11:50-12:00閉 会の挨i拶 井上明久(東 北大金研)
の関係から高速度側に大きくずれること、および 張応力下での空気中の結晶化が無応力下での結晶
その速度はPdよ りもNiに おいてはるかに大きいこ 化に比べて促進されること、およびその結晶化が
となどを示 し、これらの拡散データーと過冷却液 常に試料表面か ら生じること、結晶化と表面酸化
体の粘性の温度依存性との関係について議論 した。 が関係 していることなどを示 した。河村能人(東北
休憩後、高木誠(愛 知工大、助教授)は 「超塑性Zr大 学金研、助手)は 「高速超塑性を利用 した粉末固
基金属ガラスの変形組織」について金研との共同 化成形によるバルク金属ガラスの作製」 について
研究成果を報告した。Zr基 金属ガラスの過冷却液 述べ、Zr-Al-Ni-Cu系 金属ガラスが過冷却液体域で
体域での変形挙動と結晶化組織の関係を調べ、引 ニュー トン粘性を示す こと、ニュー トンー非ニュ
ー50
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一 トン粘性流動がシフ ト因子を適当に選ぶことに 教授)は 「希土類一Zr基 金属ガラスの過冷却液体域
より1つ の粘性流動式で表されること、およびこ における水素吸蔵特性」について、この金属ガラ
のニュー トン粘性を利用できる押出 し条件を選ぶ スが573K以 上で大量の水素を吸蔵できるが、ほ
ことにより、単ロールリボン材と同 じ引張強度を とんど排出しないこと、通常のガラス金属ではプ
示すZr基 バルク金属を作製できることを示 した。 ラ トー域は現れないこと、過冷却液体域で吸蔵量
宝野和博(金 材技研、室長)は 「金属ガラスの結晶 は大き く増大することなどを示 した。早乙女康典
化と酸素の分布」について紹介した。Zr-AI-Ni-Cu(群 馬大学工学部、助教授)は 「金属ガラスの極微
系金属ガラスでは約1t--2atO/oの 酸素が含まれて 細精密加工特性 とマイクロマシン創製への応用」
おり、Zr-Al-Cu-Pd系 金属ガラスのナノ結晶化と について、La-Al-NiやZr-AI-NトCuバ ルク金属ガラ
酸素の関係において、Zr2(Cu,Pd)が 析出し、残留 スを用いることにより、0.5mmま での微小歯車










告 し、Pd系 の週冷却液体の電気抵抗は大きな負の の紹介内に述べているが、それらの主なものを以
温度依存性を有する特徴をもっていると結論づけ 下に列記する。
た。山崎徹(姫 路工大、講師)は 「逆懸垂型るつぼ(1)Pd基 およびZr基 金属ガラスの107サ イクル
振動法によるLa-Al-Ni系 合金液体の粘度測定」 に 後の疲労限がバルク材においても約0.2で あるこ
おいて、新 しい高精度粘度測定装置を試作 したこ と、およびクラック伝播速度が結晶材料よりも遅
と、これを用いてLa-A1-Ni系 のAl一基Al-Ni-La合 金 い傾向にあることの実験的データーが得られたこ
とLa基La-A1-Ni合 金の平衡液体の粘性の温度依存 と、(2)Pd-Cu-N卜P系 バルク金属ガラスの過冷却
性と組成依存性を調べ、粘度がAl基 合金では極小 液体±或でのPdとNiの 拡散はガラス固体よりも大き
値を、一方La基 合金では極大値を示すことを表し、 いが、Pdの 拡散はNiに 比べて著 しく遅いことを実
その原因について述べた。庄子忠(東北大学金研、 験的に明示したこと、(3)Zr基 バルク金属ガラス
研究生)は 「Zr基金属ガラスの水素化作用」におい を空気中で引張変形すると、変形 しない場合に比
て、合金が水素圧カー組成一温度曲線においてプ ベて、結晶化、酸化が著 しく促進され、大気中で
ラ トー域が出現する条件とその重要性を述べると の加工にはこの点に注意を払 う必要があることを
共に、Zr-AI-Ni-Cu系 の広い過冷却液体域を示す金 明確にしたこと、(4)過 冷却液体域近傍でのニュ
属ガラスでは、水素吸収 に伴いガラス相と して初 一 トン粘性 一非ニュー トン粘性の流動応カ ーひず
めてプラ トー域が現れることを示すと共に、この み速度の一般関係式が導出、定量化されたこと、
出現がこのガラス相が安定であることか ら、ガラ およびこの知見に基づいて真密度をもったバルク
ス相を保持 した水素化物が生成することに原因 し 金属ガラスが作製でき、単ロールリボン材と同 じ
ていることを示 した。李星国(岩手大学工学部、助 引張強度を有 していることの明示、(5)Zr-Al-N卜
一51一





冷却液体域で減少 し、負の温度依存性を示 し、そ(2)と(3)項 で述べたように、金属ガラスの物
の傾向は平衡液体と一致すること、(7>Al基 およ 性 と加工分野においてこれまで不明であった多 く
びLa基 金属ガラス合金の平衡液体の粘性の温度お の点が共同研究の成果 として明らかにされてきて
よび組成依存性が明らかにな った こと、(8)Zr一 お り、この点からも共同研究はきわめて重要且つ
AI-Ni-Cu系 金属ガラスで水素圧カー濃度 一温度(P一 有意義であ り、現在のところ共同研究者の互いの
C-T)曲 線において、プラ トー域が存在することが 特徴を引き出している点からも評価できると考え
初めて明らかになったこと、(9)過 冷却液体域で ている。今後もバルク金属ガラスの共同研究の継
























lMRニ ュ ー スNo.31ワ ー一一ク シ ョ ップ 報 告
採択委員会 が採択 した1999年 度の研究会 および ワー クシ ョップ に関する最新情報 は
本研究所 ホームペ ージの 中の 「MRニ ュース速報版"を こ覧 ください。
1999年 度 金 研 研 究 会 ・ワー一・ク シ ョ ップ
['999・6・3～6纏轟 諜 騙 東骸 学物性研究所)1
● 研 究 会=準 結 晶研 究会
[1999.6.16～6.18/察 安 邦(科 学 技術 庁金属材 料研 技術 研究 所)]
連諮 教 宮'平 賀 賢二
● ワ ー ク シ ョッ プ1短 波 長光 エ レ ク トロ ニ ク ス の展 開
[1999.7.n～7.12/八 百 隆文(本 研 究所 教授)]
● 研 究 会:新 しい 超 塑性 材 料 プ ロセ スの 最 適化
「1999・7・16～7」欝 簸納 藷 罎 覆 大学大学院工学絢 究科)1
● ワ ー ク シ ョッ プ:中 性 子 回析 に よる化 合 物 磁 性 体 の構 造 の研 究
[1999.726～7.27/山 口 泰 男(本 研究 所 教 授)]
● ワ ー ク シ ョッ プ:次 世代 機 能 素子 用 基 盤 と して の単 結 晶 の 育成 と評 価
[1999,8.26～8.27/福 田 承 生(本 研究 所 教授)]
● ワ … ク シ 葺ッ プ=強 磁 場 と材 料 科 学 の新 しい 関 わ りを 求 め て
[1999.ll.4～1L5/本 河 光 博(本 研究 所 教 授)】
● ワ ー ク シ ョ ッ プ:実 験 と計 算 科 学 的 ア プ ロ ー チの 共 同 に よ る ナ ノ 物 質 研 究
[1999.11」1～ILl2/川 添 良幸(本 研 究所 教授)]
● 研 究 会:遷 移 金属 酸 化 物 に お け る新 しい量 子現 象
[1999・11・'7～1蹄磁 爵 誹 藩 京大学大学院工学綱 究科)1
'[1999」1餌 ～1協 纏 罰 瀦1講 京大学大学騰 合文化研究科)]
● 研 究 会;21世 紀 の 環 境 と材 料 を考 え る
[1999.11.25--11.26/高 橋 英 明(北 海道大 学大学 院工 学研 究科)]
連諮教 宮'浅 冤 勝彦
['9991216～墾 綴 期 藩 台老奈阪大学大学腿 学研究科)]
Oワ ー ク シ ョ ップ:ナ ノ結 晶 化 バ ル ク金 属 ガ ラ スの 創 製 と 高機 能 特 性
[1999.1.6～1.7/井 上 明久(本 研 究所 教授)】
(http://koho.imrtohoku.aG.jp/imrnews/sw99-index.html)
-53一
金 研 日本 語 ク ラ ス につ いて
文学部・教授 才田いずみ
毎年lO月 から12月 の半ば過ぎまで、金属材料 いものだが、教師役を務める3年 生たちにとって
研究所に在籍する外国人留学生や研究者を対象と は、長く苦しい、そして終わってしまえば楽しく
した日本語の夜間コースを開設させていただいて 短い10週 間であるらしい。教壇に立つ学生たちの








この夜間コースが、受講者である外国人留学生 ちより優れた分析力 ・統合力 ・推測力や広範な知
や研究者のみなさんから、どのような評価を受け 識があるのだ、という明白な事実さえ頭に浮かば
ているのかは、はっきりとはわからないが、例年 ずに、何でもかんでもこちらか ら提供しなければ





た、ここ2年 ほどは、評判(?)を 聞きつけてか、 立つのが大変楽しくなってくる。しかし、そうな
金研以外の研究所からの受講生も現れている。も る頃には、残念ながらコースも終盤に差 し掛かっ






コース自体は10月2週 めから10週 間程度の短 コースは、大変に後を引くコースであるようだ。こ
一54
1MRニ ュースNo.31金 研日本語クラスについて
れがために人生 を誤 ったか(?)日 本語教 師への なお、 これまでの4回 の コースについては、金
道を本格 的に歩き出 した者も少な くない。今後 と 研事務部総務課に報告書 をお出 ししてある。 こ一
も末永 くお付 き合 いくださるようお願 い申し上 げ 読 いただき、広 くご意見を頂戴する ことが できれ











設 置 さ れ ま した!
本年2月 末、国際ホテル前と中央郵便局前に下の写真のように 「本多記念館lnstitutefor
MaterialsResearch(東 北大学金属材料研究所)」 の道路標識が設置されま した。r
、
本所には、年間延べ2000名 もの共同利用研究者が集まります。さらに、片平丁の地の利








眺撫 響 鍵 聡 醒i桑{講e騰a纏7
L_一 塾 強勲 避 ⊥」
※ 裏表紙にも関連写真があります。
(文 責 川 添)
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IMRニ ュ ー スNo.311MRlnformationBureau
技術部から
平成10年 度
東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所
i技術 部 職 員 研 修(専 門 研 修)[材 料 評 価 関 係]が
8月24日(月)か ら8月26日(水)ま で の3日 間
実 施 さ れ ま した 。
この研修は、同研究所の主催により、技術部職員に対 し、材料評価に関する高度の専門的知識
及び技術を修得させ、その業務の遂行能力を向上させることを目的として開催されるものです。








題して、材料の創製と評価についての講義、所外講師による 「これからの低温 ・強磁場 ・超伝導」、
「コンピュータネ ッ トワーク」及び 「管理システムと試験所の認定制度」等の特別講演が行われ
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ll難 青スト轍 、国際蟻 著調
3)主 要論 文5編 の別刷(コ ピー可)
4>こ れ までの研 究概 要 と着任後 の研 究の抱負
(各2000字 程度)
5)推 薦書 または照会 可能者2名 の氏名 と連絡先
公募 締切:i999薙6月3田=1(水}必 醤
書 類 送付 ・問 い 合 せ先=
〒980-8577仙 台市青葉 区片平2-1-1
東 北大学金属 材料研究所 教授 中嶋一雄
EL:022-215-2010,Fax:022-215-2011,E-mail:nakajima@㎞r.tohoku.ac.jp
(教官応募書 類 と朱書 し書留)
東北大学金属材料研究所博士研究員公募
公 募 人 員:
日本学術振 興会未 来開拓事業博士研 究員1名
(任期2年 度,最 大3年 度)
研 究 概 要:
融液か らの単結 晶成長,新 しい単 結晶材料 の開発,並 びにそれ らの評価 に意欲 と熱意 を持 った方.
公募資 格:博 士 の学 位 を有 す る者 で,35歳 以下の 方が望 ま しい.
着任 時期:採 用決 定後,で きるだ け早い時期,
公募 締切=響 晩 玉玉箏 婦130肖
提 出書 類:
1)履 歴 書(可 能な着任時期,メ ー ルア ドレスな ども明記)
2)発 表論文 リス ト
3)照 会可能者 の氏名,連 絡 先
書類 送 付 ・問 い合 せ 先:
〒980-8577仙 台市 青葉 区片 平2-1-1
東北大 学金属材料 研究所 ・結 品材料化学研 究部門 福 田承生





























31-007高 強 度P/Mア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 摩 耗 特 性 太 田 英 伸 ・ 高 木 誠 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
井 村 徹 ・ 河 村 能 人45[6](1998),590-595
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31-033不 純 物 添 加 と 焼 結 体 ミ ク ロ 構 造 の 複 合 傾 斜 化 梶 川 武 信 ・ 志 田 啓 亮1997年 度 傾 斜 機 能 材 料 論
の 熱 電 機 構 白 石 健 太 郎 ・ 大 森 守 文 集<FGM'97>,(1998),
-62一
IMRニ ュ ー スNo,31最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
平 井 敏 雄189-194
31-034皿 一VI族 半 導 体 量 子 ド ッ ト ク ル ツ 絵 理 ・ 朱 自 強 応 用 物 理67[7]
八 百 隆 文(1998),802-806
31-035ア ー ク 溶 解 お よ び 熱 処 理 に よ り 作 製 し た 李 剣 輝 ・ 後 藤 孝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
siB1・-siB・ 系 複 合 セ ラ ミ ッ ク ス の 熱 電 性 能 平 井 敏 雄45[6](1998),581-585
31-036高 圧,強 磁 場,低 温 下 で の 光 物 性 測 定 松 田 康 弘 ・ 黒 田 規 敬 圧 力 技 術36[5]
(1998),294-300
31-037キ ャ リ ア 濃 度 傾 斜 化PbTeの 出 力 特 性 折 橋 正 樹 ・ 野 田 泰 稔1997年 度 傾 斜 機 能 材 料 論
陳 立 東 ・ 康 燕 生 文 集<FGM'97>,(1998),
毛 呂 明 夫 ・ 平 井 敏 雄141-146
RefractoryMatertalsandCeramics
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31-058金 属 表 面 酸 化 膜 のXPSに よ る 定 量 解 析 浅 見 勝 彦 表 面 科 学19[5]
(1998),307-313
31-059窒 素 侵 入 型 化 合 物Nd・Fe・7N3単 結 晶 の 磁 気 異 小 山 佳 一 ・ 藤 井 博 信 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌
方 性 光 藤 誠 太 郎 ・ 本 河 光 博22[4-2](1998),
























































31-072v・Si極 細 多 芯 超 伝 導 線 の 微 視 的 組 織 と 電 磁 特 竹 内 孝 夫 ・ 根 本 善 弘 日 本 金 属 学 会 誌62[8]
性 前 田 弘 ・ 伊 藤 喜 久 男(1998),727-734
井 上 廉 ・ 小 菅 通 雄
湯 山 道 也 ・ 和 田 仁
31-073高 温 超 伝 導 電 流 リ ー ド 渡 辺 和 雄 核 融 合 科 学 研 究 所 研 究 調









IMRニ ュ ー スNo.31最 近 発 表 さ れ た論 文 等 リス ト





















31-079AI合 金/si・N・ 複 合 材 料 の 超 塑 性 特 性 と 界 面 鄭 夏 國 ・ 平 賀 賢 二 ま て り あ37[5]
構 造 馬 渕 守 ・ 東 健 司(1998),375
31-080AI-Cr-R(RニCe,Mm)系 合 金P/M材 の 機 械 的 性 木 村 久 道 ・ 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
質 笹 森 賢 一 郎 ・ 河 村 能 人45[8](1998)t738-743






























































IMRニ ュ ー スNo.31最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト

































31-105ク ロ ー ズ ドP/Mプ ロ セ ス の 開 発 と 高 比 強 度 非 河 村 能 人 ・ 加 藤 晃 ま て り あ37[5]
平 衡 材 料 の 創 製 井 上 明 久 ・ 増 本 健(1998),412-414
31-106ア モ ル フ ァ ス 合 金 粉 末 の 固 化 成 形 河 村 能 人 ・ 増 本 健 ま て り あ37[2]
井 上 明 久 ・ 井 村 徹(1998),133-141
31-107準 結 晶 を 含 むAl-6,3%Fe-3,8%Cr-3.3%Ti合 金 木 村 久 道 ・ 井 上 明 久 軽 金 属48[6]
P/M材 の 組 織 と 機 械 的 性 質 笹 森 賢 一 郎 ・ 喜 多 和 彦(1998),263-268
-69一
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31-120グ ラ ニ ュ ラ ー 系 の ト ン ネ ル 型 巨 大 磁 気 抵 抗 三 谷 誠 司 ・ 高 梨 弘 毅 ま て り あ37[9]
一 高 次 の ス ピ ン 依 存 トン ネ ル 効 果 一 大 沼 繁 弘 ・ 小 林 伸 聖(1998)
,745-748
藤 森 啓 安
31-121高 いB、 を 有 す るCo-Fe-Al-0膜 の 軟 磁 気 特 性 大 沼 繁 弘 ・ 小 林 伸 聖 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌
増 本 健 ・ 藤 森 啓 安22[4-2](1998),
441-444
31-122金 属 人 工 格 子 と グ ラ ニ ュ ラ ー 構 造 物 質 高 梨 弘 毅 ・ 三 谷 誠 司 金 属68[6]
一 巨 大 磁 気 抵 抗 効 果 と そ の 周 辺 の 話 題 一 藤 森 啓 安(1998) ,515-522
31-123高 電 気 抵 抗 軟 磁 性CoAIOを ハ イ ブ リ ッ ド し た 柳 田 康 彦 ・ 斉 藤 今 朝 美 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌
ス ピ ン バ ル ブMRセ ン サ 三 谷 誠 司 ・ 伊 藤 治 雄22[4-2](1998),

















31-129金 属 ク ラ ス タ ー 集 合 体 の 創 製 を め ざ し て 隅 山 兼 治 ・ 日 原 岳 彦 金 属68[6]
山 室 佐 益 ・ 櫻 井 雅 樹(1998),483-489
今 野 豊 彦 ・ 若 生 公 郎













































31-142Ni・(Al,Ti)結 晶 粒 界 の 原 子 構 造 高 杉 隆 幸 ・ 花 田 修 治 日 本 金 属 学 会 誌37[5]
平 賀 賢 二(1998),364
-72一
IMRニ ュ ー スNo.31最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト






31-144銅 パ ー ス 水 平 移 動 式 ア ー ク 溶 融 法 に よ る ペ ロ 宍 戸 統 悦 ・ 鄭 玉 桐J,Ceram.SoG,Jpn.,
ブ ス カ イ ト型CeMO3(M=A1,Ga)の 合 成,ミ ク ロ 斉 藤 晃 宏 ・ 堀 内 弘 之106[5](1998),509-513
組 織 及 び 結 晶 構 造 高 橋 利 次 ・ 吉 田 肇
































































31-161遷 移 金 属 酸 化 物 の 物 理(そ の3)前 川 禎 通 固 体 物 理33[5]
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掲 載 さ れ て い ま す 。 、
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